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新潟リハビリテーション大学
年　報
平成24（2012）年度
Niigata University of Rehabilitation
学長　あいさつ
　完成年度へのステップ
　平成24年度は、新潟リハビリテーション大学として、開学3年目、完成年度へのジャンプ
をするステップの年でした。大学としての整備を進め、また、作業療法学専攻の立ち上げの
作業を行って、リハビリテーションの大学としての充実をはかりました。
　新潟県の北、村上に位置する大学として、地域との連携は長寿大学などで行ってきました
が、平成24年度は、さらに地域の施設・病院・商工会などの組織、村上大祭や岩船大祭など
の地域行事、ボランティアなどと、連携・貢献を強め、地域を支え、地域に支えられる大学
として、一歩前に進みました。年報では、今年度に大学がやってきたことをまとめてありま
すが、まだまだ十分とはいえません。平成25年度の完成年度に向けてさらなる発展を期しま
す。
 新潟リハビリテーション大学
 学長　　野田　忠
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Ⅰ．理念、目的
1．基本理念
　　本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、「人の心の杖であれ」の精神を礎とした
崇高な倫理感を備え、優れた医療人としての厳格さと慈愛を併せ持つ全人教育を目指し、
わが国の医療分野に貢献することを目的とする。
2．目的
（1）学　部
　・崇高な倫理観と医療従事者としての使命感を常に有する人材の育成
　・地域社会に貢献できる人材の育成
　・文化教養に精通し、国際社会に貢献できる人材の育成
（2）大学院（修士課程）
　　・リハビリテーションを機軸とするさまざまな角度から、中・高年齢者の医療を基盤と
した福祉医療に関する教育研究活動を展開し、その成果を社会に公開し還元する。
　　・深い洞察力と科学的データから弱者（患者）の疾患を客観的に把握し、それに対する
治療技術を十分に駆使することができ、さらに弱者（患者）の心の痛みを理解しつつ、
抱えている問題を軽減できる知識と技術を培い、臨床現場や福祉施設でリーダーとなっ
て活躍できる医療従事者、また大学や専門学校あるいは関係企業等でその力を発揮で
きる教育・研究者としての人材を養成する。
3．名称
　大　学：新潟リハビリテーション大学〔NiigataUniversityofRehabilitation〕
　学部
　学　部：医療学部〔FacultyofAlliedHealthSciences〕
　学　科：リハビリテーション学科〔DepartmentofRehabilitation〕
　専　攻：理学療法学専攻〔PhysicalTherapyCourse〕
　　　　　言語聴覚学専攻〔Speech-LanguageandHearingTherapyCourse〕　　
　学　位：学士（リハビリテーション学）〔BachelorofScienceinRehabilitation〕
　大学院（修士課程）
　研究科：リハビリテーション研究科〔GraduateSchoolofRehabilitation〕
　専　攻：リハビリテーション医療学専攻〔RehabilitationMedicine〕
　コース：摂食・嚥下障害コース〔DepartmentofEatingDisorderandDysphagia〕
　　　　　高次脳機能障害コース〔DepartmentofBrainFunctionDisorder〕
　学　位：修士（リハビリテーション医療学）〔MasterofRehabilitationMedicine〕
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Ⅱ．沿　革
2005年　　4月　新潟リハビリテーション大学院大学設置準備室を設置
2006年　　4月　文部科学大臣に設置認可申請書類を提出
2007年　　1月　文部科学大臣設置認可
　　　　　4月　新潟リハビリテーション大学院大学第一回入学式・開学式
2008年　　10月　学部設置準備室を設置
2009年　　3月　新潟リハビリテーション大学院大学第一回学位記授与式
　　　　　5月　文部科学大臣に医療学部設置認可申請書類の提出
　　　　　10月　文部科学大臣設置認可
2010年　　4月　新潟リハビリテーション大学院大学を「新潟リハビリテーション大学」へ
改称
　　　　　　　　新潟リハビリテーション大学医療学部リハビリテーション学科
　　　　　　　　理学療法学専攻、言語聴覚学専攻　開学
　　　　　　　　新潟リハビリテーション大学第一回入学式
　　　　　　　　新潟リハビリテーション大学　開学記念講演
2013年　　4月　新潟リハビリテーション大学医療学部リハビリテーション学科
　　　　　　　　作業療法学専攻　開設
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Ⅲ．組織及び機構
　1．組織図（平成24年5月1日現在）
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FD委員会
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2．役職者
　　　学　　長　　野田　忠
　　　副 学 長　　高橋　秀樹
　　　学部
　　　　　　　　医療学部長　　　　　　　　　　　髙橋　邦丕
　　　　　　　　リハビリテーション学科長　　　　髙橋　　洋
　　　　　　　　　理学療法学専攻長　　　　　　　遠藤　文雄
　　　　　　　　　言語聴覚学専攻長　　　　　　　伊林　克彦
　　　　　　　　学生部長　　　　　　　　　　　　遠藤　文雄
　　　　　　　　教務部長　　　　　　　　　　　　高橋　　洋
　　　　　　　　図書館長　　　　　　　　　　　　山村　千絵
　　　大学院（修士課程）
　　　　　　　　リハビリテーション研究科長　　　山村　千絵
　　　　　　　　リハビリテーション医療学専攻　
　　　　　　　　　摂食・嚥下障害コース長　　　　山村　千絵
　　　　　　　　　高次脳機能障害コース長　　　　伊林　克彦
　　　　　　　　　教務部長　　　　　　　　　　　山村　千絵
　　　法人本部事務局長　　　　　　　　　　　　　小田　奈美枝
　　　大学事務局長　　　　　　　　　　　　　　　大滝　かおり
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3．教員数（平成24年5月1日現在）
専任教員　23　名（大学院担当者13名を含む）
（1）学部（医療学部）教員数
リハビリテーション学科 教授 准教授 講師 助教 合　計 助手
理学療法学専攻 7名 1名 1名 3名 12名 1名
言語聴覚学専攻 6名 2名 1名 2名 11名 1名
合　計 13名 3名 2名 5名 23名 2名
（2）大学院（リハビリテーション研究科）教員数
リハビリテーション医療学専攻 教授 准教授 講師 助教 合　計 助手
摂食・嚥下障害コース 4名 1名  5名
高次脳機能障害コース 5名  5名
共通教育 1名 2名  3名 1名
合　計 10名 3名 13名 1名
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4．教員一覧
（1）学　部
　　1）専任教員
　医療学部リハビリテーション学科
所　属 役　職 職　位 学位、職種 氏　名
言語聴覚学専攻 学部長 教授 医学博士医師 髙橋邦丕
理学療法学専攻 学科長 教授 修士（体育学）理学療法士 髙橋洋
理学療法学専攻 専攻長 教授 博士（医学）理学療法士 遠藤文雄
理学療法学専攻 教授 医学博士医師 大澤源吾
理学療法学専攻 教授 医学博士医師 熊木克治
理学療法学専攻 教授 博士（保健学）理学療法士 濱出茂治
理学療法学専攻 教授 医学博士理学療法士 灰田信英
理学療法学専攻 教授 博士（医学）理学療法士 浅海岩生
言語聴覚学専攻 専攻長 教授 医学博士言語聴覚士 伊林克彦
言語聴覚学専攻 学長 教授 歯学博士歯科医師 野田忠
言語聴覚学専攻 研究科長 教授 博士（歯学）歯科医師 山村千絵
言語聴覚学専攻 教授 修士（文学）言語聴覚士 道関京子
言語聴覚学専攻 教授 Ph.D.（米国）言語聴覚士 倉智雅子
理学療法学専攻 准教授 学士（医学）医師 的場巳知子
言語聴覚学専攻 准教授 博士（歯学）言語聴覚士 宮岡里美
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所　属 役　職 職　位 学位、職種 氏　名
言語聴覚学専攻 准教授
博士（医学）
はり師･きゅう師・あん摩
マッサージ指圧師
加藤豊広
理学療法学専攻 講師 医学博士 平田恒彦
言語聴覚学専攻 講師 学士（医学）医師 和田有子
理学療法学専攻 助教 修士（リハビリテーション療法学）理学療法士 松林義人
理学療法学専攻 助教 博士（保健学）理学療法士 佐々木理恵子
理学療法学専攻 助教 修士（保健福祉学）理学療法士 髙橋裕二
言語聴覚学専攻 助教 修士（リハビリテーション医療学）言語聴覚士 櫻井晶
言語聴覚学専攻 助教 修士（リハビリテーション医療学）言語聴覚士 田村裕
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2）非常勤教員
医療学部リハビリテーション学科
石本勝見 栗生明 SamSuleiman
山下夕香里 黒瀬雅之 真貝富夫
大平芳則 小池幸雄 鈴川仁人
奥平与人 小林敏志 鈴木昭
大場喜代司 斎藤奨 鈴木弘樹
岡野崇彦 佐藤舜也 鈴木允
小野敏子 佐藤拓 瀬尾憲司
佐藤卓也 佐藤成登志 田中健
梶浦麻子 BillEvangelosMoulinos 高橋明美
北川純一 中嶋敏子 椿淳裕
高田治美 前新直志 八木稔
RahmanM.D.Mostafeezur 松田崇 山田修司
平井孝 三ツ井敏明 山村健介
星名信昭 髙津斌彰 渡辺好博
土橋洋史 齋藤恵美 武村啓住
立石学 押木利英子 清水雪夫
野田恒彦 笹本嘉朝 小柳茂美
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（2）大学院（修士課程）
　　1）専任教員
　リハビリテーション研究科
所　属 役　職 職　位 学位、職種 氏　名
摂食・嚥下障害コース 研究科長コース長 教授
博士（歯学）
歯科医師 山村千絵
摂食・嚥下障害コース 学長 教授 歯学博士歯科医師 野田忠
摂食・嚥下障害コース 教授 医学博士医師 熊木克治
摂食・嚥下障害コース 教授 Ph.D（米国）言語聴覚士 倉智雅子
摂食・嚥下障害コース 准教授 博士（歯学）言語聴覚士 宮岡里美
高次脳機能障害コース コース長 教授 医学博士言語聴覚士 伊林克彦
高次脳機能障害コース 医療学部長 教授 医学博士医師 髙橋邦丕
高次脳機能障害コース 教授 博士（医学）理学療法士 浅海岩生
高次脳機能障害コース 教授 修士（文学）言語聴覚士 道関京子
高次脳機能障害コース 教授 医学博士理学療法士 灰田信英
大学院共通教育 教授 医学博士医師 大澤源吾
大学院共通教育 准教授 学士（医学）医師 的場巳知子
大学院共通教育 准教授
博士（医学）
はり師･きゅう師･あん
摩マッサージ・指圧師
加藤豊広
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　　2）非常勤教員
　リハビリテーション研究科
青木萩子 今野公和 田中裕
小谷スミ子 佐藤舜也 波多野和夫
金内喜昭 式場隆史 八木稔
川崎聡大 真貝富夫 山村健介
木戸寿明 武田克彦
－10－
Ⅳ．学年暦・行事
（平成24年4月～平成25年3月）
年　月　日 事　　　　項
4月 2日（月） 健康診断
学部　新入生オリエンテーション
4月 2日（月）～4日（水） 学部　新入生履修登録期間
4月 6日（金） 入学式
4月 9日（月） 前期講義開始
教授会・研究科委員会
4月10日（火） 大学院　新入生オリエンテーション
4月14日（土） 学生親睦会
4月28日（土） 学生総会
4月29日（日） オープンキャンパス
5月14日（月） 教授会・研究科委員会
6月 1日（金） 健康診断
6月 2日（土） オープンキャンパス
6月 9日（土） 学園祭
6月11日（月） 教授会・研究科委員会
7月 9日（月） 教授会・研究科委員会
7月21日（土） オープンキャンパス
7月22日（日） オープンキャンパス
8月 1日（水）～7日（火） 学部　前期試験期間　
8月 8日（水）
  ～9月23日（日） 学部　　夏季休業
     9月26日（水） 大学院　夏季休業
8月18日（土） オープンキャンパス
9月 8日（土） 学部第1回ＡＯ入学試験
9月10日（月） 教授会・研究科委員会
9月10日（月） 臨床見学実習
  ～ 9月21日（金）
9月17日（祝） 入試対策説明会
9月24日（月） 学部　後期授業開始
9月29日（土） 合同スポーツ大会
10月 1日（月） 修士論文中間発表会
10月15日（月） 教授会・研究科委員会
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年　月　日 事　　　　項
10月27日（土） 新潟リハビリテーション専門学校閉校記念イベント
10月28日（日） ミニオープンキャンパス
11月10日（土） 学部指定校推薦、第1回公募推薦・社会人入学試験
11月 5日（月） 臨床評価実習
 ～12月 7日（金）
11月12日（月） 教授会・研究科委員会
11月24日（土） 創立記念日
12月 9日（日） ミニオープンキャンパス
12月10日（月） 教授会・研究科委員会
12月24日（月） 振替休日
12月25日（火）
　～1月 6日（日） 学部　　冬季休業
　～1月 7日（月） 大学院　冬季休業
1月19日（土）20日（日） 大学入試センター試験
1月21日（月） 教授会・研究科委員会
1月21日（月）～2月 1日（金） 後期試験期間
2月 3日（日） 学部第1回一般入学試験
2月18日（月） 教授会・研究科委員会
2月18日（月） 基礎実習
 ～ 3月 1日（金）
2月19日（火） 修士論文発表会・審査会
3月 2日（土） 学部第2回一般入学試験
3月 7日（木） 学位記授与式
3月11日（月） 教授会・研究科委員会
3月20日（水） 保護者会
3月23日（土） 学部第2回ＡＯ入学試験
3月25日（月）～27日（水） 次年度前期履修登録
3月30日（土） オープンキャンパス
3月18日（月）～30日（土） 学部　　春季休業
3月22日（金） 大学院　春季休業
 ～ 4月 4日（木）
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Ⅴ．管理運営
1．大学運営委員会
 大学運営委員会
①委員 委員長　野田忠
委　員　髙橋秀樹、髙橋邦丕、山村千絵、髙橋洋、
　　　　遠藤文雄、伊林克彦、大滝かおり
②開催状況 第1回   4月 2日
第 2回   5月 7日
第 3回   6月 4日
第 4回   7月 2日
第 5回   9月 3日
第 6回  10月 9日
第 7回  11月 5日
第 8回  12月10日
第 9回   1月 5日
第10回   2月12日
第11回   3月 4日
③審議事項 ・諸規程の整備について
・学生広報委員起用について
・作業療法学専攻設置について
・実習費にかかる諸経費の基準、内規の整備について
・キャリア支援室の設置について
・新カリキュラムの検討
・教員活動評価の実施方針について
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2．教授会
教授会
①教授会構成員 医療学部専任教員
②主な審議事項及び 平成24年度の基本方針について
　決定事項等 平成24年度大学運営体制と委員会メンバーについて　
平成24年度ティーチングアシスタント候補者選考について
諸規程整備について
講師退職及び地域連携室長について
作業療法学専攻設置の申請について
学生の広報委員起用について
学生の健康記録について
作業療法学専攻の専任教員候補について
大学負担となる学生の実習費に係る諸経費の基準、内規の整備
について
各種委員会内の業務分担について
作業療法学専攻の設置に伴う入試・広報体制について
教員人事について
9/8実施AO入試について
学校法人管理運営に関する文部科学省実地調査報告
第1回推薦・社会人入試合否判定について
キャリア支援室の支援体制について
新潟県地域共同リポジトリ利用状況報告
来年度のティーチングアシスタント採用申請について
第2回推薦・社会人入試合否判定について
履修規程と試験規程について
新カリキュラムと教務関係の改善案について
自己点検評価報告書の提出について
平成25年度年間行事予定について
平成25年度の予算取り扱い手続きについて
緊急時の対応マニュアル
年末実施蔵書点検の報告
教員活動評価の実施方針案
平成25年度外部スクールカウンセラーについて
OT教員大学説明会について
教員の兼業調査について
村上地域振興局の講演会開催について
卒業式・閉校記念式典、学位記授与式について
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専門学校閉校記念誌に係る寄附について
設置計画履行状況調査の結果について
平成25年度の管理運営体制について
保護者会について
各種委員会活動状況報告
③教授会開催状況 第1回   4月 9日
第 2回   5月14日
第 3回   6月11日
第 4回   7月 9日
第 5回   9月10日
第 6回  10月15日
第 7回  11月12日
第 8回  12月17日
第 9回   1月21日
臨 時   2月 7日
第10回   2月18日
臨 時   3月 4日
第11回   3月11日
臨 時   3月25日
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3．研究科委員会
研究科委員会
①研究科委員会構成員 学長、副学長、研究科長、研究科担当の専任教員
②主な審議事項及び ＜運営関連＞
　決定事項等 ・大学院の今後の在り方について
・規程類の整備について（文言修正、統一見直し）
・特待生制度規程変更について（学部成績優秀者受け入れ関係）
・科目等履修生から本専攻に入学する場合の学費減免制度創設
・研究科長選考規程の確認と選挙の予定
・研究科長選挙の実施
・大学院入試について（実施協力依頼、実施予定、結果報告等）
・大学院説明会開催について（学部新4年生および保護者対象）
・専門学校就職相談会参加について（予定、参加報告等）　
・大学院修了者に対する満足度アンケートの実施（結果報告）
・大学院助手の採用と臨床研修について
・非常勤講師の退職と新規採用について
＜修士論文関連＞
・研究テーマ、指導教員について　
・研究計画書・倫理審査申請書の審査について　
・修士論文題目について　　　　　　　　　　　　　　　　
・修士論文中間発表会について（実施予定、評価結果等）
・修士論文最終発表会について（実施予定、評価結果等）
・修士研究審査日程の確認　　　　　　　　　　　　　　
・修士論文の配布について
・修了院生の研究継続実施について　
＜院生の在籍、履修、成績関連＞
・在籍院生名簿　
・新入生オリエンテーションについて
・院生の履修科目について
・学生の様子
・長期履修生の履修計画について　
・院生の身分異動について（復学・休学者除籍・退学）
・修了判定、進級判定について
・学位記授与式について
・修了生の就職予定について
＜講義関連＞　　　　　　　　　　　
・講義録の取り扱いについて　　　　　
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・特別講義について　
・平成25年度大学院講義担当予定者の確認
・スキルアップセミナーと共用を可能とする科目新設について
③研究科委員会 第1回   4月 9日
　　　　　開催状況 第2回   5月14日
第 3回   6月11日
第 4回   7月 9日
第 5回   9月10日
第 6回  10月15日
第 7回  11月12日
第 8回  12月17日
第 9回   1月21日
第10回   2月18日
第11回   3月11日
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4．委員会
（1）危機管理委員会
①委員 委員長　野田忠
委　員　的場巳知子、髙橋邦丕、山村千絵、大滝かおり
（2）不正防止委員会
①委員 委員長　髙橋秀樹
委　員　髙橋邦丕、山村千絵、大滝かおり
（3）ハラスメント防止委員会
①委員 委員長　髙橋秀樹
委　員　髙橋邦丕、山村千絵、遠藤文雄、倉智雅子、
　　　　大滝かおり
（4）教員人事委員会
①委員 委員長　野田忠
委　員　髙橋秀樹、髙橋邦丕、髙橋洋、山村千絵、遠藤文雄、
　　　　伊林克彦、大滝かおり
②開催状況 第1回   4月 2日  第10回   2月12日
第 2回   5月 7日  第11回   3月 4日
第 3回   6月 4日
第 4回   7月 9日
第 5回   9月 3日
第 6回  10月 9日
第 7回  11月 5日
第 8回  12月10日
第 9回   1月15日
（5）自己点検・評価委員会
①委員 委員長　髙橋秀樹
委　員　野田忠、髙橋邦丕、山村千絵、髙橋洋、
　　　　遠藤文雄、伊林克彦、大滝かおり、小田奈美枝
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②開催状況 第1回   5月14日（各委員会が担当する点検・評価項目の進捗状況）
第2回   7月 9日（点検・評価項目ごとの原稿の確認）
第3回  12月17日（作業部会からの報告書のとりまとめ）
第4回  12月25日（自己点検・評価報告書の最終点検）
第5回   1月21日（大学基準協会からの修正意見への対応）
第6回   3月11日（提出書類の最終確認、承認）
（6）自己点検・評価委員会作業部会
①委員 委員長　髙橋秀樹
委　員　野田忠、髙橋邦丕、山村千絵、髙橋洋、遠藤文雄、
伊林克彦、各委員会委員長（審議の議題に応じて出席）、
大滝かおり、小田奈美枝、（事務局　原田慎司、岩佐
浩文、竹部香代子）
②開催状況 第1回   8月 6日（基準1理念・目的、基準9管理運営・財務）
第2回   8月20日（基準4教育内容・方法・成果、基準7教育研究
等環境）
第3回   9月 3日（基準2教育研究組織、基準3教員・教員組織）
第4回   9月18日（基準5学生の受け入れ、基準6学生支援）
第5回  10月 9日（基準8社会連携・社会貢献、基準10内部質保証）
第6回  10月29日（基準1，  2の評価）
第7回  11月 5日（基準3，  4の評価）
第8回  11月19日（基準5，  6の評価）
第9回  12月 7日（基準7，  8の評価）
第10回  12月10日（基準9，10の評価）
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（7）学生委員会
①委員 委員長　遠藤文雄
委　員　伊林克彦、灰田信英、平田恒彦、松林義人
　　　　田村裕、竹内やよい、小川洋介、岩佐浩文
②開催状況 第1回   4月24日
第 2回   5月 7日
第 3回   6月 4日
第 4回   7月 2日
第 5回   8月 6日
第 6回   9月 3日
第 7回  10月 1日
第 8回  10月17日
第 9回  11月15日
第10回  12月 6日
第11回  12月17日
第12回   1月17日
第13回   2月12日
学生委員会活動は、上記以外にも必要に応じ、随時打合せを行っ
ている。
活動に関する状況は定例教授会で毎回報告し、その議を経ている。
③審議事項 ・大学独自一般奨学金の推薦に関わる選考を行った。
・駐車マナー、敷地内禁煙、地域生活におけるマナー改善に向け
た取り組みについて審議を行った。さらに、違反や地域の苦情
等については該当学生に対して個別指導等を行うとともに、苦
情元の丁寧な折衝に努めた。
・学生生活を含む、学園祭や姉妹校による合同スポーツ大会等の
各種イベントを学生会と連携を図り活動を管理、支援した。
・ボランティアやサークル等の課外活動団体結成の審議、管理
・スクールバス運用について検討、管理
・チューター制度明確化を行い、教員配置やカウンセラー等から
学生状況が分かるよう整備した。
・保護者会の対応
・保健室管理について
・体育館管理について
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（8）図書・情報委員会
①委員 委員長　山村千絵
委　員　灰田信英、加藤豊広、松林義人、大滝陽子
②開催状況 第1回   4月12日
第2回   7月30日
第3回  11月13日
③審議事項
　活動状況
・大学院新入生オリエンテーションにて図書館利用について周知
　4月10日
・リクエストによる図書館図書購入システムの確立（購入希望は
学生や教職員から随時受け付け、毎月末に購入図書を確定しML
で報告する）4月～
・閲覧・学習スペースの拡大4月～
・委員会規程の一部改定　6月4日
・自己点検・評価報告書（大学基準協会）作成提出　平成24年度
・新潟県大学図書館協議会総会参加（館長、司書）
　　日　時　　7月20日
　　会　場　　新潟工科大学（柏崎市）　
・第6回新潟県地域共同リポジトリ部会データ登録研修会参加（司
書）
　　日　時　　11月28日
　　会　場　　新潟大学医歯学図書館旭町分館（新潟市）
・リポジトリ登録作業　
　　　修士論文集～平成23年度修了生分まで
　　　年報　　　～平成22年度分まで
・蔵書点検実施　12月25日　（株）エイジス
　　　　　　　　12月26日　学生ボランティア活用　
・行方不明図書リスト作成　3月
・軽作業ボランティア１名の配置　3月4日～
・書架整理3月12日　学生ボランティア活用
・図書館入館者数調査の実施　通年
・オンラインジャーナルの整備・見直し　随時
・教授会報告　4,5,9,11,12,1,3月
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（9）ＦＤ委員会
①委員 委員長　熊木克治
委　員　髙橋邦丕、山村千絵、倉智雅子、宮岡里美、
　　　　松林義人、原田慎司
②開催状況 第1回  4月 9日
第2回  3月11日
③審議事項 第1回
①平成23年度FD活動報告について
②平成24年度FD活動計画について
第2回
①平成24年度FD活動報告について
②平成25年度FD活動計画（案）について
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（10）倫理委員会
①委員 委員長　山村千絵
委　員　倉智雅子、和田有子、松林義人、真貝富夫
　　　　徳田昭彦、大滝かおり
②審議事項、
　活動状況
・平成24年度倫理審査申請2件に対し倫理審査の実施と結果通知書
発行ならびに添付コメントの作成、申請者への結果通知
　4月3日～4月6日、5月8日～5月16日
・厚生労働省倫理審査委員会報告システム登録事項（議事録、委
員名等）の登録更新　随時
・倫理審査基準、審査に必要な書類等の再周知　4月
・委員会規程の一部改定　　6月4日
・倫理についての啓蒙活動実施　10月31日
・教授会報告　4，3月
・自己点検評価報告書（大学基準協会）作成提出　平成24年度
・平成24年度の活動振り返り（メール）3月26日
③特記事項 本委員会は、その性質上、他の委員会の構成員の状況とは異なり2
名の外部委員が存在している。倫理審査および判定結果通知を速
かに実施するため、迅速審査が可能な倫理審査申請書・研究計画
書等の申請書類一式については、委員内でのメール回覧・審査を
主としている。判定結果の調整は委員長が主導となって行っている。
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（11）学術委員会
①委員 委員長　倉智雅子
委　員　伊林克彦、浅海岩生、平田恒彦、和田有子、
　　　　佐々木理恵子、原田慎司
②開催状況 第1回   4月10日
第2回   5月18日
第3回   5月28日（臨時）
第4回   7月10日
第5回   9月11日
第6回  10月29日
第7回   1月29日
第8回   3月11日
③審議事項 ・学術委員会主催の講習会での修了証発行について
・学部生対象国際交流出前講座の開講について
・国際交流活動（海外の研究者による特別講義開催について）
・ランチョンセミナーの開催について
・LSVTBIG認定講習会開催について
・自己点検・評価作業の分担について
・スキルアップセミナーの開催について
・スキルアップセミナーの大学院科目単位化について
・紀要創刊号発刊について
（表紙デザイン決定、投稿規程整備、投稿依頼、等）
・紀要第2巻発刊準備について
－24－
（12）広報委員会
①委員 委員長　宮岡里美
委　員　濱出茂治、和田有子、髙橋裕二、櫻井晶、岩佐浩文、
　　　　安達剛志、大滝かおり
②開催状況 第1回   4月11日　　第9回   9月25日
第 2回   5月 8日　　第10回  10月16日
第 3回   5月29日　　第11回  10月30日
第 4回   6月12日　　第12回  11月13日
臨 時   6月19日　　第13回  11月27日
第 5回   6月26日　　第14回   1月15日
第 6回   7月17日　　第15回   2月 5日
第 7回   7月31日　　第16回   3月 5日
第 8回   8月28日　　第17回   3月25日
　広報委員会活動は、上記以外にも必要に応じ、随時打ち合わせ
やメール討議を頻回に行っている。その活動及び予算執行状況は
定例教授会で毎回報告し、その議を経ている。
③審議事項 ・平成24年度戦略的な広報活動の基本計画の策定
・ホームページ（http://nur.ac.jp/）の作成、修理
・学生募集活動の具体的企画立案と実施
・地域行事への参加
④特記事項
　昨年平成23年度、医療学部では言語聴覚学専攻への入学者数が
定員に満たなかった。また、平成25年度から新たに作業療法学専
攻が増設される。
　そのため、平成24年度の広報活動は、学生募集活動に重点を置き、
特に言語聴覚士及び作業療法士の認知度を高めるべく多くの活動
を展開した。
　その結果、医療学部への入学者は、定員（120人）を満たすこと
ができた。ただし、専攻科別でみると偏りがある。
　来年平成25年度も引き続き学生定員の確保に努め、特に言語聴
覚学及び作業療法学専攻へのより早期の入学者確保を第一の課題
としたい。
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（13）学部　教務委員会
①委員 委員長　髙橋洋
委　員　浅海岩生、灰田信英、櫻井晶、佐々木理恵子、
　　　　小川洋介、髙橋裕二、竹内やよい、竹部香代子、
　　　　原田慎司
②開催状況 第1回   4月18日　　第10回  11月 7日
第 2回   5月 9日　　第11回  11月30日
第 3回   5月23日　　第12回  12月12日
第 4回   6月 6日　　第13回   1月30日
第 5回   7月11日　　第14回   2月 8日
第 6回   8月 1日　　第15回   2月20日
第 7回   9月 5日　　第16回   3月 4日
第 8回   9月26日
第 9回  10月17日
③審議事項 ・規程、内規について
・履修指導、試験実施について
・学生の出席状況
・カリキュラム編成、管理、シラバス作成
・新カリキュラム検討
・非常勤講師依頼
・成績入力、集計
・講義録管理
・自己点検評価について
・既修得単位に関する細則（案）について
・転専攻の検討
・予算について
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（14）学部　実習委員会
①委員 委員長　高橋洋
委　員　遠藤文雄、伊林克彦
　　　　必要に応じ両専攻が話し合う
②特記事項 二専攻ほぼ同じ活動をしており、委員会として会議は開催してい
ないが、両専攻の活動は以下のとおりである。
[理学療法学専攻]
1．平成24年度見学実習（平成24年9月10日～9月21日）
　担当：高橋裕二
　オリエンテーション7月と9月で2回行い、PT専攻プロパーで対応した。
　訪問は、見学実習期間中にPTプロパーで対応した。
2．基礎実習（平成25年2月4日～2月15日）
　担当：佐々木理恵子
　オリエンテーション
　　　平成25年1月17日（木）（佐々木・小川）
　　　　　　　1月31日（木）（高橋洋、松林、佐々木）
　　　　　　　2月12日（火）（松林、小川）
　　　　　　　2月13日（水）（午前：灰田、佐々木、小川午後：浅海、高橋裕）
　　　　　　　2月14日（木）（午前：濱出、松林、小川午後：松林、小川）
　　　　　　　2月15日（金）（午前：松林午後：高橋洋）
　　　　　　　3月 4日（月）（佐々木）
　実習施設へ教員が引率し、指導を行う。
3．評価実習（平成24年11月5日～12月7日）
　　担当：松林義人　高橋洋
　　実習指導者会議：10月13日（土）（松林高橋洋遠藤浅海灰田高橋裕佐々木）
　　学内実習：平成24年11月 5日～11月 9日（実技練習等）（松林高橋洋）
　　学外実習：平成24年11月12日～11月30日（訪問はPTプロパー）
　　学内実習：平成24年12月 4日～12月 6日（症例発表）（PTプロパー）
4．平成25年度総合実習評価実習のための実習指導者会議
　　　平成25年3月15日（松林高橋洋遠藤浅海佐々木星野）
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[言語聴覚学専攻]
1．平成24年度見学実習（平成24年9月10日～9月21日）
　担当：田村裕
　オリエンテーション　7月と9月で2回行い、ST専攻プロパーで対応した。
　訪問は、見学実習期間中にSTプロパーで対応した。
2．基礎実習（平成25年2月18日～3月1日）
　担当：櫻井晶　田村裕
　オリエンテーション
　平成25年1月25日（櫻井、田村）
　　　　　2月13日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月14日（櫻井）
　　　　　2月12日（櫻井、田村）
　　　　　2月18日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月19日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月20日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月21日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月22日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月25日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月26日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月27日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　2月28日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　　　　　3月 1日（伊林、道関、宮岡、櫻井、田村）
　実習施設へ教員が引率し、指導を行う。
3．評価実習（平成24年11月5日～12月7日）　
　担当：伊林克彦、道関京子、宮岡里美、櫻井晶、田村裕
4．総合実習　評価実習のための実習指導者会議
　平成25年3月15日（伊林、宮岡、櫻井、田村、竹内）
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（15）学部　国家試験対策委員会
①委員 委員長　高橋洋
委　員　遠藤文雄、伊林克彦
　　　　必要に応じて両専攻が話し合う
②特記事項
二専攻別々に対策をしており、委員会としての会議は行わなかっ
たが、各専攻の活動状況は以下のとおりである。
③活動状況
・理学療法学専攻活動について
　6月　20日　3年生国試説明会実施
　7月　17日　3年生実力テスト実施
　9月　28日　3年生実力テスト実施
　10月　26日　3年生実力テスト実施
　12月　15日　3年生医歯薬出版模擬試験実施
　2月　21日　3年生実力テスト実施
　3月　13日　2年生医歯薬出版・3科目模擬試験
　　　　　　　3年生実力テスト実施
・言語聴覚学専攻活動について
　4月～9月　 3年生毎週水曜日出題基準項目の再復習
　9月　1日　 3年生国試対策勉強スケジュール表作成
　10月　1日　 3年生学内模試2回実施
　12月　1日　 3年生私大全国模試1回実施
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（16）学部　入試委員会
①委員 委員長　高橋邦丕
委　員　熊木克治、濱出茂治、野田忠、岩佐浩文
②開催状況 第1回   5月31日
第 2回   9月10日
第 3回   9月27日
第 4回  10月12日
第 5回  10月29日
第 6回  11月 8日
第 7回  11月12日
第 8回  12月 3日
第 9回  12月17日
第10回   1月30日
第11回   2月 7日
第12回   2月27日
第13回   3月 4日
第14回   3月25日
第15回   3月28日
③審議事項 ・入試実施内容検討
・学生募集要項の作成
・入試問題作成依頼
・入試運営統括
・入試当日スタッフの調整・決定
・入試関連スケジュール作成
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（17）大学院　教務部
①委員 委員長　山村千絵
委　員　浅海岩生、竹部香代子、藤間紀明
②開催状況 ・5月1日：　今年度の活動計画と業務分担について
他、下記③の項を参照の事。　
③審議事項
　活動状況
・新入生対象オリエンテーション案内、当日配布資料作成　4月
・新入生対象オリエンテーション実施　4月10日
・履修計画書の確認　4月
・不開講科目担当者連絡通知　4月
・今年度の活動予定確認　5月1日
・教務部規程一部改定　6月4日
・修士論文中間発表会の院生・教職員への連絡、評価用紙作成、
評価結果取りまとめ　～10月1日～
・来年度TAの募集方法について連絡　11月12日
・修士論文・修士論文審査願受付　～1月25日
・公開修士論文発表会・審査会の院生・教職員への連絡、評価用
紙作成、評価結果取りまとめ　～2月19日～
・論文審査・最終試験の手配と結果取りまとめ　2～3月
・次年度　学生便覧、講義概要、修士論文関係要綱の作成　2～3
月
・時間割の作成　2～3月
・来年度非常勤講師の依頼　2～3月
・修了判定と本人への通知　3月4日
・長期履修生の履修状況確認と本人への通知　3月26日
・修士論文集の作成・印刷手配　3月
・成績管理　通年
・講義録の管理　通年
・グループウエアでの講義管理　通年
・非常勤講師の対応　通年
・修学上及び教務関連事務手続き連絡、受付（休学、退学届等お
よび共通選択科目届、履修計画書、コース届、コース変更届、
指導教員届、研究テーマ届、修士論文題目届、修士論文題目変
更届等）通年
・講義日程変更の連絡　通年
・TA利用教員に対する書類送付・説明　通年
・研究科委員会への報告　通年
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（18）大学院　入試委員会
①委員 委員長　山村千絵
委　員　大澤源吾、伊林克彦、大滝かおり
②開催状況 下記③の項を参照の事。
③審議事項
　活動状況
・平成25年度入試　出願期間等の決定　4月
・平成25年度入試　学生募集要項作成　5～7月
・大学院入学者選抜委員会規程の一部改定　6月4日
・平成25年度入試担当者アンケート調査実施　6月11日
・平成25年度入試担当者決定通知　9月10日
・平成25年度入試スケジュール作成配布　　Ⅰ期　10月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ期　1月15日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ期　2月26日
・平成26年度入試日程の決定　　1月
・学部生保護者対象大学院説明会　3月20日
・学部3年生（新4年生）対象大学院説明会　　3月25日
・平成25年度Ⅲ期入試用小論文問題の確認　　3月26日
・平成25年度Ⅲ期入試用実施要項の作成配布　3月29日
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Ⅵ．教育活動
1．本学の教育目標
　　冒頭の「基本理念」でも述べたように、本学は、教育基本法及び学校教育法に基づき、
「人の心の杖であれ」の精神を礎とした崇高な倫理観を備え、優れた医療人としての厳格
さと慈愛を併せ持つ全人教育を目指し、わが国の医療分野に貢献することを目的としてい
る。
2．教育課程の編成方針と特色
（１）学　部
　１）教育目標
　　　　本学の理念・目的を踏まえ、豊かな人間性と広い見識・教養・技術を有する医療従
事者及び教育研究者の育成を目的とする。超高齢社会における医療対策は十分ではな
く、とくにこの地域でのサービスは都市部に比べ大きく劣っており、そのような観点
から医療の充実を目指すべく「医療学部」とした。
　　　　リハビリテーション専門職には、「総合的・学術的な高い能力を養うことを念頭に
置いた教育・研究」と、「人間愛や道徳心に満ちた人間としての基本的態度」の2つが
求められる。本学では、「人の心の杖であれ」の精神を礎とした崇高な倫理感を備え、
優れた医療人としての厳格さと慈愛を併せ持つ全人教育を目指し、豊かな人間性と広
い見識・教養・技術を有する医療従事者及び教育研究者の育成を目的とする。
　　　　以上の本学の理念・目的に基づき、教育課程は、「教養分野」と「専門基礎分野」
を共通の教育科目とし、両者の統合を前提とした枠組みとなっている。それを踏まえ、
一学科の「リハビリテーション学科」とした。
　2）教育課程の編成方針
　　本学で行う授業科目は大別すると、「教養分野」「専門基礎分野」「専門分野」に分かれる。
　① 教養分野
　　　「導入教育」「人文科学」「社会科学」「自然科学」「体育関係学」「情報」「外国語」の
7領域に分かれ、必修6科目、選択20科目の合計26科目から構成される。
　　　慈愛や道徳心を深く理解し、崇高な倫理観と豊かな人間性を養うことを目的として構
成されている。また、医療人を目指す者としての幅広い知識と、研究の基礎となる知識
を修得することができる。
　② 専門基礎分野
　　　「基礎医学」「臨床医学」「社会福祉」「リハビリ関連科目」「心理関連科目」の5領域
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に分かれ、各専攻で履修科目が異なる。必修19科目、選択17科目の合計36科目から構成
される。
　　　専門職として必要な医学的基礎知識・技術を修得することを目的として構成されてい
る。また、心理や研究の基礎に関する知識を幅広く修得することができる。
　③ 専門分野
　　　理学療法学専攻では「基礎理学療法学」「理学療法評価学」「理学療法治療学」「地域
理学療法学」「臨床実習」「特論」の6領域に分かれ、必修34科目、選択7科目の合計41科
目から構成される。
　　　言語聴覚学専攻では「言語聴覚障害学」「失語・高次脳機能障害学」「言語発達障害学」
「発声発語・嚥下障害学」「聴覚障害学」「臨床実習」「特論」の7領域に分かれ、必修34
科目、選択4科目の合計38科目から構成される。
　　　※　平成25年度からは、理学療法学専攻、言語聴覚学専攻に加え、作業療法学専攻の
追加設置が認可されたため、作業療法学専攻学生の募集を開始する予定である。
　　　※　いずれの専攻も教養分野及び専門基礎分野で得たことを踏まえて、専門職として
の幅広く高度な専門知識・技術を修得するとともに、自ら研究することができる基
礎的な能力を修得することを目的に構成されている。
　3）どのような人材を育成するのか
　① 理学療法学専攻
　　　リハビリテーション医療の中でも中核となる理学療法の専門分野において、他職種と
連携できる幅広い知識・技術・応用力を体系的に培う教育研究を行い、高度で専門的な
知識を持ち、臨床の場での即戦力と問題解決能力を兼ね揃えた理学療法士の育成を行う。
さらには障害者や高齢者だけでなく、疾病予防から健康増進に至るまでの、包括的な能
力を兼ね備えた理学療法士の育成を目的とする。
　　以上の教育により、次のような人材を育成する。
　　1． 　現代社会に頻発する脳血管障害や高齢者の骨折等に対する一般的な医学的知識と、
今後必要とされる高度で専門的な知識を持ち、臨床の場で即戦力と問題解決能力を
兼ね備えた理学療法士。
　　2． 　障害者や高齢者だけでなく、健常者の疾病予防から健康増進に至るまでの、包括
的な能力を兼ね備えた理学療法士。
　② 言語聴覚学専攻
　　　摂食・嚥下障害や言語及び認知機能についての評価や治療が的確に行えるだけでなく、
より広義の言語を介する治療に関する知識を培う教育研究を行い、深く心理面からのア
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プローチが可能な言語聴覚士の育成を目的とする。
　　以上の教育により、次のような人材を育成する。
　　1． 摂食・嚥下障害や言語及び認知機能についての評価や治療が的確に行えるだけでなく、
今後必要とされる高度で専門的な知識を持ち、臨床の場での即戦力と問題解決能力
を兼ね備えた言語聴覚士。
　　2． 言語に関する幅広い知識を備え、対象者に対して言語聴覚学的なアプローチだけで
なく、深く心理面からのアプローチも可能な言語聴覚士。
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4）平成24年度学部教育課程一覧
両専攻共通
教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要
（医療学部　リハビリテーション学科）
科目
区分
授業科目の名称 配当年次
単位数 授業形態
専任教員等の配置
必
　
須
選
　
択
講
　
義
演
　
習
実験・実習
教養分野
導入教育
フレッシュマンセミナーⅠ（基礎） 1通 1 ○
高橋邦丕　浅海岩生　加藤豊広
平田恒彦　和田有子　松林義人　櫻井晶
佐々木理恵子　田村裕　高橋裕二
フレッシュマンセミナーⅡ（応用） 1通 1 ○ 専任教員
人文科学臨床倫理学 1・2後 2 ○ 大澤源吾
地域文化論 1・2前 2 ○ 大場喜代司（非常勤講師）
心理学概論 1・2前 2 ○ 宮岡里美
行動科学概論 1・2前 2 ○ 佐藤拓（非常勤講師）
社会科学社会学 1・2前 2 ○ 小柳茂美（非常勤講師）
経営学 1・2後 2 ○ 高津斌彰（非常勤講師）
法学 1・2後 2 ○ 平井孝（非常勤講師）
対人関係論 1・2前 2 ○ 佐藤拓（非常勤講師）
自然科学
統計学 1前 2 ○ 八木稔（非常勤講師）
生物科学 1・2前 2 ○ 平田恒彦
地域環境学 1・2前 2 ○ 栗生明　奥平与人　鈴木弘樹（非常勤講師）
人間支援科学 1・2後 2 ○ 小林敏志（非常勤講師）
物理学 1・2前 2 ○ 小池幸雄（非常勤講師）
体育関係
学 レクリエーション 1・2前 1 ○ 鈴木允（非常勤講師）
保健体育 1前 1 ○ 岡野崇彦（非常勤講師）
情報
情報処理技法 1前 2 ○ 山田修司（非常勤講師）
情報処理演習 1・2後 2 ○ 若松直樹
外国語
英語Ⅰ（初級） 1前 2 ○ 倉智雅子　Sam Suleiman（非常勤講師）
英語Ⅱ（中級） 1・2前 2 ○ 梶浦麻子（非常勤講師）
英語Ⅲ（上級） 1・2前 2 ○ Sam Suleiman（非常勤講師）
オーラルコミュニケーションⅠ（初級） 1前 2 ○ 倉智雅子
オーラルコミュニケーションⅡ（中級） 1・2前 2 ○ 梶浦麻子（非常勤講師）
オーラルコミュニケーションⅢ（上級） 1・2後 2 ○ Bill Moulinos（非常勤講師）
医療英文抄読法 3前 2 ○ 倉智雅子
小計（　26　　科目） 　 9 39 　
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両専攻共通
教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要
（医療学部　リハビリテーション学科）
科目
区分
授業科目の名称 配当年次
単位数 授業形態
専任教員等の配置
必
　
須
選
　
択
講
　
義
演
　
習
実験・実習
専門基礎分野
基礎医学
解剖学Ⅰ（総論） 1通 2 ○ 熊木克治
解剖学Ⅱ（各論） 2前 1 ○ 熊木克治
解剖学実習 2後 1 ○ 熊木克治
生理学 1通 2 ○ 真貝富夫（非常勤講師）
神経生理学 2前 2 ○ 黒瀬雅之　山村健介（非常勤講師）
生理学実習 2後 1 ○
山村千絵 櫻井晶 田村裕 北川純一 黒瀬雅之
RahmanM.D.Mostafeezur（非常勤講師）
病理学概論 2後 1 ○ 斎藤奨（非常勤講師）
医学概論 1後 1 ○ 大澤源吾
臨床医学
臨床心理学 1後 2 ○ 石本勝見（非常勤講師）若松直樹
生涯発達心理学 1後 2 ○ 宮岡里美
内科学 2前 1 ○ 大澤源吾
臨床神経学 2前 1 ○ 高橋邦丕
小児科学 2後 1 ○ 和田有子
精神医学 2前 1 ○ 的場巳知子
リハビリテーション医学 2前 1 ○ 高橋邦丕
医学安全管理学 1前 2 ○ 瀬尾憲司（非常勤講師）
感染症学 2前 1 ○ 平田恒彦
社会福祉
リハビリテーション概論 1後 1 ○ 高橋邦丕　野田恒彦（非常勤講師）
保健医療福祉制度論 2前 1 ○ 鈴木昭（非常勤講師）
リハビリ関連科目
高次脳機能障害学概論 2後 1 ○ 伊林克彦
摂食・嚥下障害学概論 2後 1 ○ 山村千絵
チーム医療学 1・2後 1 ○ 小野敏子（非常勤講師）
認知症 2・3前 1 ○ 伊林克彦
薬理学 2・3前 1 ○ 土橋洋史（非常勤講師）
生化学 2・3前 1 ○ 三ツ井敏明（非常勤講師）
栄養学 1・2前 1 ○ 宮岡里美
心理関連科目
社会心理学 1・2後 2 ○ 佐藤拓（非常勤講師）
食の心理学 2・3前 1 ○ 宮岡里美
健康心理学 1・2後 2 ○ 宮岡里美
児童心理学 1・2後 2 ○ 齋藤恵美（非常勤講師）
心理学実験演習 1・2後 3 ○ 宮岡里美 若松直樹
心理測定法 2・3前 4 ○ 佐藤拓（非常勤講師）
認知心理学 1・2後 2 ○ 佐藤卓也（非常勤講師）
学習心理学 1・2後 2 ○ 宮岡里美
音響・聴覚心理学 2・3前 2 ○ 佐藤拓（非常勤講師）
神経心理学 2・3通 2 ○ 松田崇（非常勤講師）
小計（　36　　科目） 　 25 29 　
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理学療法学専攻
教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要
（医療学部　リハビリテーション学科）
科目
区分
授業科目の名称 配当年次
単位数 授業形態
専任教員等の配置
必
　
須
選
　
択
講
　
義
演
　
習
実験・実習
専門基礎分野
基礎理学療法学
基礎運動学概論 1後 2 ○ 佐藤舜也（非常勤講師）
基礎運動学各論 2前 1 ○ 佐藤舜也（非常勤講師）
運動学実習 2通 1 ○ 浅海岩生
整形外科学 2後 1 ○ 佐藤舜也（非常勤講師）
理学療法概論 1前 1 ○ 灰田信英
基礎理学療法学 2前 1 ○ 浅海岩生
基礎運動療法学 2前 1 ○ 濱出茂治
リハビリテーション工学 2後 1 ○ 佐藤成登志（非常勤講師）
動作解析学実習 3通 1 ○ 灰田信英
臨床運動学 3前 1 ○ 佐藤舜也（非常勤講師）
理学療法
評価学 理学療法評価学 1後 2 ○ 灰田信英・高橋邦丕
理学療法評価学実習 2後 2 ○ 松林義人
理学療法評価学演習 3前 1 ○ 松林義人
理学療法治療学
物理療法学 2後 2 ○ 濱出茂治
物理療法学実習 3前 1 ○ 浅海岩生
日常生活活動学 2後 2 ○ 高橋明美　田中健（非常勤講師）
日常生活活動学実習 3通 1 ○ 松林義人
運動器疾患理学療法学 3前 2 ○ 濱出茂治　武村啓住（非常勤講師）
運動器疾患理学療法学実習 3前 1 ○ 佐々木理恵子
中枢神経疾患理学療法学 3前 2 ○ 濱出茂治
中枢神経疾患理学療法学実習 3通 1 ○ 高橋洋
神経・筋疾患理学療法学 3前 1 ○ 松林義人
発達障害理学療法学 3後 2 ○
和田有子・押木利英子・立石学
清水雪夫（非常勤講師）
呼吸器疾患理学療法学 3後 1 ○ 高橋洋
循環器疾患理学療法学 3後 1 ○ 椿淳裕（非常勤講師）
代謝系疾患理学療法学 3前 1 ○ 高橋洋
スポーツ障害理学療法学 3後 1 ○ 鈴川仁人（非常勤講師）
老年期理学療法学 3後 1 ○ 遠藤文雄
健康増進理学療法学 3後 1 ○ 佐々木理恵子
義肢・装具学 3後 2 ○ 遠藤文雄・笹本嘉朝（非常勤講師）
地
　
域
理
　
学
療法学
生活環境論 2後 2 ○ 遠藤文雄
地域リハビリテーション論 3後 2 ○ 遠藤文雄
臨床実習
臨床見学実習 1後 1 ○ 理学療法学専攻教員
基礎実習 2後 2 ○ 理学療法学専攻教員
臨床評価実習 3後 4 ○ 理学療法学専攻教員
臨床評価実習Ⅰ（評価・治療） 4前 8 ○ 理学療法学専攻教員
臨床評価実習Ⅱ（総括） 4前 8 ○ 理学療法学専攻教員
特論
理学療法技術学Ⅰ（中枢） 4後 1 ○ 高橋邦丕
理学療法技術学Ⅱ（運動器） 4後 1 ○ 佐藤舜也（非常勤講師）
理学療法技術学Ⅲ（痛み） 4後 1 ○ 高田治実（非常勤講師）
卒業研究 4通 2 ○ 専任教員
小計（　41　　科目） 63 8 　
合計（　103　　科目） 　 97 76 　
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言語聴覚学専攻
教　　育　　課　　程　　等　　の　　概　　要
（医療学部　リハビリテーション学科　言語聴覚学専攻）
科目
区分
授業科目の名称 配当年次
単位数 授業形態
専任教員等の配置
必
　
須
選
　
択
講
　
義
演
　
習
実験・実習
専門基礎分野
言語聴覚
障害学 言語聴覚障害学総論 1後 2 ○ 倉智雅子
言語聴覚障害診断学 2後 2 ○ 倉智雅子
言語学 3後 2 ○ 道関京子
音声学 2通 2 ○ 道関京子
失語・高次
脳機能障害学 言語医学 1後 1 ○ 伊林克彦
失語症学 2通 1 ○ 伊林克彦　道関京子
高次脳機能障害学各論 3前 1 ○ 伊林克彦
高次脳機能障害実習 3通 1 ○ 伊林克彦　櫻井晶
言語発達
障害学
言語発達学 2前 1 ○ 中嶋敏子（非常勤講師）
言語発達障害学概論 2後 2 ○ 中嶋敏子（非常勤講師）
言語発達障害学各論Ⅰ（MR・自閉症） 3前 2 ○ 和田有子
言語発達障害学各論Ⅱ（CP・その他） 3前 1 ○ 和田有子
言語発達障害学実習 3通 1 ○ 櫻井晶
発声発語・嚥下障害学
音声医学 1後 1 ○ 高橋邦丕
形成外科学 2前 1 ○ 渡辺好博（非常勤講師）
臨床歯科医学 2前 1 ○ 野田忠
音声障害学 3前 1 ○ 倉智雅子
運動障害性構音障害学 3前 2 ○ 道関京子
器質・機能性構音障害学 3後 1 ○ 山下夕香里（非常勤講師）
吃音 3後 1 ○ 前新直志（非常勤講師）
呼吸リハビリテーション学 3前 1 ○ 大澤源吾
摂食・嚥下障害学各論 3前 1 ○ 山村千絵
摂食・嚥下障害学実習 3後 1 ○ 山村千絵　田村裕
聴覚障害学
聴覚医学 1後 1 ○ 高橋邦丕
耳鼻咽喉科学 2前 1 ○ 高橋邦丕
小児聴覚障害学 2前 1 ○ 星名信昭（非常勤講師）
成人聴覚障害学 2後 1 ○ 大平芳則（非常勤講師）
補聴器・人工内耳 3後 2 ○ 大平芳則（非常勤講師）
聴力検査法 3前 2 ○ 高橋邦丕
聴力検査実習 3後 1 ○ 高橋邦丕　田村裕
臨床実習臨床見学実習 1後 1 ○ 言語聴覚学専攻教員
基礎実習 2後 1 ○ 言語聴覚学専攻教員
臨床評価実習 3後 4 ○ 言語聴覚学専攻教員
臨床総合実習 4前 8 ○ 言語聴覚学専攻教員
特論
言語聴覚学演習Ⅰ（基礎） 4通 2 ○ 宮岡里美　櫻井晶　田村裕
言語聴覚学演習Ⅱ（専門） 4通 2 ○ 伊林克彦　櫻井晶　田村裕
言語聴覚学演習Ⅲ（臨床） 4通 2 ○ 櫻井晶　田村裕
卒業研究 4通 2 ○ 専攻教員
小計（　38　　科目） 53 8 　
合計（　100　　科目） 　 87 76 　
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（2）大学院（修士課程）　リハビリテーション研究科
　１）教育目標
　　　近年、急速に増加している摂食・嚥下障害や高次脳機能障害に罹患し苦しんでいる患
者に対し、リハビリテーションの立場から援助を行える有能な医療従事者及び研究者を
育成する。
　（目標）
　　　〇リハビリテーションを機軸とするさまざまな角度から、中・高年齢者の医療を基盤
とした福祉医療に関する教育研究活動を展開し、その成果を社会に公開し還元する。
　　　〇深い洞察力と科学的データから弱者（患者）の疾患を客観的に把握し、それに対す
る治療技術を十分に駆使することができ、さらに弱者（患者）の心の痛みを理解し
つつ、抱えている問題を軽減できる知識と技術を培い、臨床現場や福祉施設でリー
ダーとなって活躍できる医療従事者、また大学や専門学校あるいは関係企業等でそ
の力を発揮できる教育・研究者としての人材を養成する。
　２）教育課程の編成方針
　　　本大学院が目指しているものは、生命の根源となる摂食・嚥下機能の分野と、人間の
もっとも高度な機能である高次脳機能の分野において、困難を抱えている患者さんやご
家族に対して援助ができる有能な医療従事者、および研究者を育成することである。こ
の目的を達成するために、以下の教育カリキュラムを編成している。
　　　具体的には、教育課程を共通科目と専門科目の2段階に分け、その多くを１年次に履
修させる。1～2年次には学習した知識をもとに修士論文作成のための研究指導を行う。
　　①共通科目
　　　　人間尊重の精神を基礎とした医療関連科目や生涯発達という観点から人間を学び直
す科目、および統合医療を含めた教育を行い、専門科目を学ぶための基礎を養う。
　　②専門科目
　　　　身体的、精神的に困難を抱える弱者、および彼らを取り巻く家族や地域社会を理解
し、適切な援助が行える援助者あるいは研究者を育成するために必要な科目を、総
論、評価学、治療学の3区分に分けて履修させる。
　　　　※　この専門科目では、より深い専門性を学ばせるために、摂食・嚥下障害コース
と高次脳機能障害コースに分かれて学習させるが、一方で、より広い視野にた
てるように、学生が選択したコース以外のコースから科目を選択して学習する
こともできる。
　　③研究指導
　　　　修士論文作成に向けて、文献検索、論文作成計画、データ処理、論文の著述等の指
導を、指導教員を中心として行う。
－40－
　　単位について
　　　　1年次には各学生が取得している、あるいは取得予定の国家資格をさらに深め、広
げるための科目を用意し、1科目1～2単位としている。
　　　　1年次後期～２年次は各自が選択したコースを深く学べるだけでなく、学生の視野
を広げるために別のコースの単位も取得できるよう配慮している。
　3）どのような人材を育成するのか
　　　リハビリテーションを機軸とする様々な角度から、中・高年者が抱えている身体的及
び精神的課題に対し、深い知識と技術を培った医療従事者及び教育者・研究者の養成を
目的としている。養成する主な人材は、以下の通りである。
　　① 　摂食・嚥下障害コース
　　主として摂食・嚥下障害（食べたり飲み込むことがうまくいかない）患者に対して、
　　1．病院・老人保健施設・特別養護老人ホーム・在宅等の臨床現場において、迅速な評
価やQOL向上のために最善のアプローチを行うことができ、リーダー的役割を担う
医療従事者。
　　2．教育現場あるいは食品・医療関係企業等で、新しい評価方法や訓練方法を研究したり、
家庭や介護施設等で利用可能な嚥下食等の開発ができる想像力豊かな教育・研究者。
　　② 　高次脳機能障害コース
　　主として高次脳機能障害（認知症、失語症、失認症、記憶障害など）の患者に対して、
　　1．病院・老人保健施設・特別養護老人ホーム・在宅等の臨床現場において、適切な評
価やリハビリテーションを行い、さらに心理的サポートも充分考慮できる、より高
度な医療従事者。
　　2．機能改善のためのアプローチ方法や、AAC（代替コミュニケーション）などの良好
な人間関係の修復などに関する開発および教育等に携わる教育・研究者。
　４）学位授与
　　　修士課程を修了するためには、学位規程に基づき以下の要件を満たさなければならな
い。
　　1．研究科に2年以上在学すること。
　　2．必修21単位を含む30単位以上を修得すること。
　　3．提出期限までに修士論文を提出し、修士論文の審査（論文審査、発表審査）および
最終試験に合格すること。
　　4．所定の学費等を納めていること。
　※上記の修了要件を満たし課程を修了した学生には、修士（リハビリテーション医療学）
〔MasterofRehabilitationMedicine〕の学位が授与される。
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授 業 科 目 と 担 当 教 員 
科目区分 授業科目の名称 
配当
年次 
単位
数 
担当教員 
導
入
教
育 
外国語 
高次脳機能障害コース概論 
摂食・嚥下障害コース概論 
１ 
１ 
１ 
 
倉智雅子 
伊林克彦 高橋邦丕 
宮岡里美 倉智雅子 
小計（３科目） ― ０  
共
通
科
目 
医学系 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学総論Ⅰ（内科・神経内科） 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学総論Ⅱ（外科・整形外科） 
神経解剖学 
口腔咽喉頭機能学 
神経心理学 
精神医学 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ臨床学 
統合医療Ⅰ（総論） 
統合医療Ⅱ（各論） 
看護・介護論 
１前 
１前 
１前 
１前 
１前 
１前 
１前 
１前 
１前 
１前 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
大澤源吾 
佐藤舜也 
熊木克治 
真貝富夫 
道関京子 
的場巳知子 式場隆史 
的場巳知子 
加藤豊広 
加藤豊広 
青木萩子 
倫理学系 医療倫理・人間理解 １前 １ 大澤源吾 金内喜昭 
リスク管理系 リスク管理学 １前 １ 田中裕 
発達障害学系 発達神経心理学 １前 １ 川﨑聡大 
研究方法論 研究方法論 １前 １ 八木稔 山村健介 
 小計（１４科目） ― 14  
高
次
脳
機
能
障
害
コ
ー
ス 
総論 
高次脳機能障害学総論Ⅰ（基礎） 
高次脳機能障害学総論Ⅱ（応用） 
１前 
１前 
１ 
１ 
熊木克治 伊林克彦 
佐藤舜也 
評価学 
高次脳機能障害評価学Ⅰ（画像・脳波） 
高次脳機能障害評価学Ⅱ（神経心理） 
２前 
２前 
１ 
１ 
佐藤舜也 伊林克彦 
伊林克彦 浅海岩生 
治療学 
高次脳機能障害学特講Ⅰ 
高次脳機能障害学特講Ⅱ 
高次脳機能障害学特講Ⅲ 
高次脳機能障害学特講Ⅳ 
高次脳機能障害学特講Ⅴ 
高次脳機能障害学特講Ⅵ 
１後 
１後 
２前 
１後 
１後 
１前 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
道関京子 
武田克彦 伊林克彦 
伊林克彦 今野公和 
道関京子 
道関京子 
波多野和夫  
研究法 
高次脳機能障害学特講Ⅶ 
研究指導 
 
２前 
1～2 
 
２
４ 
 
佐藤舜也 伊林克彦 今野公和 
大澤源吾 道関京子 伊林克彦  
髙橋邦丕 浅海岩生 灰田信英 
 小計（１２科目） ― 16  
摂
食
・
嚥
下
障
害
コ
ー
ス 
総論 摂食・嚥下障害学総論 １前 ２ 山村千絵 野田忠  
評価学 摂食・嚥下障害評価学 １後 ２ 倉智雅子 熊木克治  
治療学 
摂食・嚥下障害学特講Ⅰ 
摂食・嚥下障害学特講Ⅱ 
摂食・嚥下障害学特講Ⅲ 
摂食・嚥下障害学特講Ⅳ 
摂食・嚥下障害学特講Ⅴ 
２前 
１後 
１後 
１後 
１後 
１ 
１ 
１ 
２ 
１ 
小谷スミ子 
倉智雅子 熊木克治 木戸寿明 
倉智雅子 
野田忠 山村千絵 
野田忠 山村千絵 木戸寿明 
研究法 
摂食・嚥下障害学特講Ⅵ 
研究指導 
 
２前 
1～2 
 
２ 
４ 
 
倉智雅子 真貝富夫 宮岡里美 
大澤源吾 野田忠 熊木克治  
山村千絵 倉智雅子 宮岡里美 
 小計（９科目） ― 16 専任教員 13 名 
合計（３８科目） ― 46 非常勤講師 14 名 
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3．ＦＤ（Faculty Development）活動
　本学では、個々の教員の教育内容や方法の改善及び向上のため、本学の理念・目的や教育
内容・方法についての組織的な研修に取組んでいる。具体的には、学生による授業評価アン
ケートの実施、新任教員のための研修会や教育方法についての研修会の開催、教員相互の授
業参観の実施等である。
（１）学生による授業評価の実施
　本学では教員の教育力を高めるための一環として、「学生による授業評価」を全ての授業
に対して実施している。授業評価を実施することで、学生が積極的に授業へ参加し、学習意
欲を高めることにも繋がっている。次年度は授業評価システムを見直す予定である。
（２）学内ＦＤ活動の実施
　①　平成24年度　公開講座
　　　期日　平成24年5月14日（月）
　　　内容　「精神医学概論」
　　　講師　的場　巳知子　准教授
　　　参加教員　18名
　②　平成24年度　第1回FD研修会
　　　期日　平成24年6月6日（水）
　　　内容　新任教員研修会―第1部　「新潟リハビリテーション大学を知る」
　　　　　　新任教員研修会―第2部　「本学におけるFDの取り組み」
　　　講師　山村　千絵　教授
　　　参加教員　2名（1名欠席）
　③　平成24年度　第2回FD研修会
　　　期日　平成24年6月11日（月）
　　　内容　「GPAの仕組みとその活用方法」
　　　講師　浅海　岩生　教授
　　　参加教員　18名
　④　平成24年度　第3回FD研修会
　　　期日　平成24年9月10日（月）
　　　内容　研修会―第1部「講義に関するアンケート」に関する報告
　　　講師　松林　義人　助教
　　　参加教員　17名
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　　　内容　研修会―第2部「外部評価への対応」
　　　講師　元筑波技術大学副学長　小野束先生（外部講師）
（３）ランチョンセミナー
　本学では、教職員及び学生間の相互理解と研鑽のために、ランチョンセミナーを開催して
いる。昼食を共にしながら、気楽な雰囲気の中で各教員の研究テーマやトピックスを聞く本
セミナーは、研究領域を知るのみでなく、スタッフ間のよきコミュニケーションの場ともなっ
ている。
　①　平成24年度　第1回ランチョンセミナー
　　　日時　7月 9日（月）　12：15～12：50
　　　場所　E棟サロン教室
　　　演題　「筋と腱」
　　　講師　灰田　信英　教授
　②　平成24年度　第2回ランチョンセミナー
　　　日時　11月12日（月）　12：15～12：50
　　　場所　E棟サロン教室
　　　演題　「全体構造法について」
　　　講師　道関　京子　教授　
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Ⅶ．大学の公開と地域貢献
1．他大学、外部機関との連携・協力
　①高等教育コンソーシアムにいがたなどの会議、研修会、各種の会への参加
　　・コンソーシアム理事会　平成24年8月2日　新潟大学　参加：学長
　　・コンソーシアム主催「共生型大学連携の取り組み」イべント　参加：広報委員
　　・新潟県大学フェア　平成24年8月2日　新潟大学　参加：学長
　　・大学人サミット　平成24年11月17・18日　新潟大学　参加：学長・教職員
　　・第18回新潟県図書館協議会総会および平成24年度新潟県地域共同リポジトリ部会
　　　　平成24年7月20日　新潟工科大学　参加：図書館長　図書館司書
　②共同研究
　　松林義人：新潟医療福祉大学理学療法学科（佐藤成登志）との共同研究
　　　研究テーマ：腰椎椎間板ヘルニア患者に対するMyotuningApproachの効果の検証
　　道関京子、小川洋介、藤間紀明：昭和大学リハビリテーション科（河原明子）、
　　　　東京逓信病院リハビリテーション科（金山節子）、株式会社アニモとの共同研究
　　　研究テーマ：吃音克服訓練支援SaaSサービス開発研究，総務省助成研究，2012.4～
　　宮岡里美：新潟医療福祉大学健康科学部健康栄養学科（岩森大、山崎貴子、伊藤直子、
宮岡洋三）、新潟大学大学院医歯学総合研究科摂食・嚥下リハビリテーション学分
野（井上誠）との共同研究
　　　研究テーマ：とろみ調整時における撹拌指示の効果について－調整者への伝達に関す
る客観的評価
　　山村千絵：村上市高根　高根フロンティアクラブ（鈴木信之）との共同研究　
　　　　日本学術振興会科学研究費補助金研究　基盤（C）
　　　　採択課題「新しいソフトスチーム技術を応用して咀嚼・嚥下困難者用食材を調整す
る」課題番号：23500940
2．地元地域との連携
　①講演
　　松林義人：転倒予防に関する基礎知識と取り組み例の紹介，岩船郡村上市民営福祉会研
修会，村上市，平成24年7月20日
　　宮岡里美：窒息、誤嚥事故の予防と対策，社会福祉法人魚沼福祉会　介護職員研修会，
魚沼市，平成24年10月19日
　②講習会・出前講義
　　松林義人：転倒予防教室，第Ⅲ期平成24年4月～9月，第Ⅳ期平成24年10月～12月
　　松林義人：高齢者における筋力トレーニング，健康づくり活動リーダー研修会，村上市，
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平成24年6月30日
　　松林義人：運動は体によい？？，合同特設シニア健康づくり教室，村上市，平成24年12
月21日
　　松林義人：高齢者体験，保内小学校，平成24年11月1日
　　松林義人，櫻井　晶，田村　裕，佐々木理恵子：障害者体験，保内小学校，平成24年11
月8日
　　髙橋裕二，松林義人，櫻井　晶，田村　裕：障害者体験，瀬波小学校，平成25年2月14
日
　　佐々木理恵子：荒川中学校　サポートルーム（学習指導），平成24年7月24日
　　宮岡里美：ことばのしくみとその障害，北越高等学校，平成24年7月12日，平成25年1月
30日
　　宮岡里美：リハビリテーションという職業，新津南高等学校，平成25年1月30日
　③啓発イベント
　　言語聴覚の日，平成24年9月1日　イオン村上店，新潟リハビリテーション大学
　④各種委員会の委員・評議員など
　　野田　忠：村上市男女共同参画計画策定委員会委員
　　松林義人：村上市岩船郡介護認定審査委員
　　佐々木理恵子：村上市岩船郡介護認定審査委員
　　櫻井　晶：村上市岩船郡介護認定審査委員
　　小川洋介：障害者介護給付費等支給審査委員
　⑤ボランティア、イベントへのサポート
　　星野浩通：村上笹川流れ国際トライアスロン大会　アイシング部
　　佐々木理恵子：村上笹川流れ国際トライアスロン大会　アイシング部
　⑥地元組織の理事・委員など
　　熊木克治：新潟大学医学部　小片コレクション（古人骨標本）室長
　　　　　　　新潟白菊会（篤志献体活動）理事長
　　　　　　　篤志解剖全国連合会　副会長（団体部会）
　　　　　　　日本篤志献体協会（公益財団法人）　理事
　　野田　忠：村上桜ヶ丘高校評議員
⑦地元組織の会合への出席
　　村上市観光協会総会　平成24年5月4日
　　村上笹川流れ国際トライアスロン大会懇親会　平成24年10月12日
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　　村上市岩船地区区長会　平成25年2月8日
　⑧新聞、雑誌、放送など
　　　松林義人：ニュースアイ　延ばそう健康寿命，新潟日報，平成24年11月10日
　　　大澤源吾：増える性感染─若者に付けを残さないために─，村上新聞　新潟リハビリ
テーション大学リレーコラム「教授ブログ」，平成24年4月22日
　　　倉智雅子：音声障害-たかが声、されど声，村上新聞　新潟リハビリテーション大学
リレーコラム「教授ブログ」，平成25年2月24日
　　　宮岡里美：罰の効果：罰で人は強く生きて行けるのか？，村上新聞　新潟リハビリテー
ション大学リレーコラム「教授ブログ」，平成25年3月24日
　　　野田　忠：ＮＨＫ新潟放送ラジオ「朝の随想」，平成24年10月～平成25年3月月曜日，
「村上の小さな大学の学長です」以下25回
　⑨医療機関・介護施設への支援
　　　新潟リハビリテーションクリニック
　　　厚生連瀬波病院
　　　亀田第一病院
　　　村上市デイサービスセンターゆきわり荘
　　　リブイン・ハーモニー三之町　
　　　村上岩船福祉会　特別養護老人ホーム　
　　　医療法人社団みよし会　介護老人保健施設　ケアポートすなやま
　⑩学生の地元地域との連携・貢献（ボランティア、サポートなど）
　　　村上大祭　30名参加　平成24年7月7日
　　　村上・笹川流れ国際トライアスロン大会　45名参加　平成24年9月16日
　　　岩船大祭　18名参加　平成24年10月19日
　　　その他、障害者施設浦田の里など多数
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Ⅷ．研究活動
野田　忠　教授　　学長
大学院　摂食・嚥下障害コース，　学部　言語聴覚学専攻
＜Ⅰ　教育記録＞
○学部担当授業実績
臨床歯科医学：　8コマ
○大学院担当授業実績
摂食・嚥下障害学特講Ⅳ：　8コマ
摂食・嚥下障害学特講Ⅴ：　2コマ
○修士論文研究指導
1）副査
　 平田和晃，食物の硬さが口腔内での味の広がり認識に及ぼす影響―甘味の場合―
2）副査
　 山﨑友賀，果汁飲料を黄色いコップで飲むと酸味やおいしさは増強するか
＜Ⅱ　研究記録＞
○研究会，研修会，公開講座等での発表
1）野田　忠
　 萌出障害の咬合誘導
　 水戸歯科医師会　学術講演会，茨城，2012年7月
○テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
1）野田　忠　　
　 NHK新潟放送ラジオ，「朝の随想」
　 2012年10月から2013年3月までの月曜日25回
－48－
高橋　邦丕　教授　　学部長
大学院　高次脳機能障害コース，　　学部　言語聴覚学専攻
＜Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　1コマ
臨床神経学：　7コマ
リハビリテーション医学：　15コマ
耳鼻咽喉科学：　8コマ
聴力検査法：　15コマ
聴力検査法実習：　1コマ
リハビリテーション概論：　8コマ
音声医学：　4コマ
聴覚医学：　8コマ　
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）阿志賀大和，大平芳則，阿部沙織，冨井弥生，高橋洋子，高橋邦丕　
　 就労継続支援B型事業所における言語聴覚士の取り組みと現状における課題
　 ～事業所での取り組みを通して～
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：45-49，2012．査読有
○学会発表
1）高橋邦丕，山岸すみ子，永山千恵子，白川太平，高橋健
　 左右の無視症状に本質的な差異はあるか?
　 第53回日本神経学会総会，東京，2012年5月
2）高橋邦丕　　他　
　 右半球症状という語について
　 第36回日本高次脳機能障害学会，宇都宮，2012年11月
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）高橋邦丕　　
　 日常生活に潜む意外な陥穽～エタノールの華麗なる諸作用
　 東京工業大学同窓会蔵前工業会神奈川県支部卓話会，川崎，2013年2月
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山村　千絵　教授　　大学院研究科長，図書館長
大学院　摂食・嚥下障害コース，　学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
生理学実習：　15コマ
摂食・嚥下障害学概論：　8コマ
摂食・嚥下障害学各論：　8コマ
摂食・嚥下障害学実習：　9コマ
○大学院担当授業実績
摂食・嚥下障害学特講Ⅳ：　7コマ
摂食・嚥下障害学特講Ⅴ：　2コマ
○修士論文研究指導
1）主査
　 平田和晃，食物の硬さが口腔内での味の広がり認識に及ぼす影響―甘味の場合―
2）主査
　 水野智仁，若年健常者における頸椎装具使用時の頭部の角度変化が嚥下のしやすさに与
える影響
3）主査
　 山﨑友賀，果汁飲料を黄色いコップで飲むと酸味やおいしさは増強するか
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）原口裕希，山村千絵
　 健常者の体幹および頭頸部の姿勢変化が咀嚼の効率に及ぼす影響
　 理学療法科学，27（2）:171-175，2012.　査読有
2）金子雄太，山村千絵
　 健常者の頭頸部を含む座位姿勢変化が呼吸機能に及ぼす影響
　 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会雑誌，16（2）:131-139，2012.　査読有
3）藤間紀明，山村千絵
　 エスプーマ調理器で泡状に加工した納豆の咀嚼・嚥下特性
　 ―テクスチャー検査と官能検査―
　 日本咀嚼学会雑誌，22（2）:113-121，2012.　査読有
○論文（短報）
1）水野智仁，大窪慎一郎，佐藤剛介，松下真一郎，阿志賀大和，高橋裕二，山村千絵
　 健常者における頭部の姿勢変化が嚥下時の甲状軟骨運動へ与える影響
　 ―超音波診断装置を用いた解析―
　 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会雑誌，16（3）:276-282，2012.　査読有
2）阿志賀大和，阿部沙織，原口裕希，須藤崇行，金子雄太，山村千絵
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　 口唇の開閉状態が至適1回嚥下量に与える影響　
　 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会雑誌，16（3）:283-289，2012.　査読有
○総説
1）山村千絵
　 社会的ニーズに応えるリハビリテーション医学・医療―心を通い合わせることの大切さ―
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）:13-19，2012.
○学会発表（口演・ポスター）
1）水野智仁，阿志賀大和，山村千絵
　 頚椎装具使用時の頭部の角度変化が嚥下のしやすさに与える影響　
　 第47回日本理学療法学術大会，神戸，2012年5月
2）加藤豊広，稲葉陽介，岩原志保，金子奈生，佐藤和歩，杉本大祐，西潟晴花，伊林克彦，
山村千絵，的場巳知子
　 歩行運動が握力に及ぼす影響
　 第27回日本保健医療行動科学会学術大会，岐阜，2012年6月
　 第27回日本保健医療行動科学会学術大会プログラム・抄録集，64頁，2012年
3）阿志賀大和，水野智仁，原口裕希，松林義人，櫻井晶，田村裕，山村千絵
　 健常者を対象とした座位姿勢の不安定さが咬合機能に及ぼす影響
　 第13回日本言語聴覚学会，福岡，2012年6月
○科学研究費採択
1）山村千絵（代表）
　 新しいソフトスチーム技術を応用して咀嚼・嚥下困難者用食材を調整する
　（課題番号23500940）　基盤研究（C），2011～2013年度，5,200,000円
○研究成果報告書
1）山村千絵（代表）
　 2011年度科研費（基金分）実施状況報告書
　 新しいソフトスチーム技術を応用して咀嚼・嚥下困難者用食材を調整する，2012年5月
○産学官連携による共同研究
1）山村千絵（代表）　
　 相手方：村上市高根　むすび工房代表、高根フロンティアクラブ所属　鈴木信之氏
　 咀嚼・嚥下困難者向けソフトスチーム加工食材の研究
○その他
1）山村千絵
　 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　嚥下調整食特別委員会に対し
　 嚥下調整食5段階（嚥下調整食特別委員会試案）に対するパブリックコメント提出
　 2012年7月30日
2）山村千絵
　 満足度の高い大学院教育を目指して
　 学校法人　北都健勝学園広報誌　はまなす　第30号，2012年10月30日
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高橋　洋　教授　　学科長
学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　1コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
中枢神経疾患理学療法学：　15コマ
中枢神経疾患理学療法学実習：　21コマ
呼吸器疾患理学療法学：　8コマ
代謝系疾患理学療法学：　8コマ
基礎運動学各論：　4コマ
臨床見学実習，基礎実習，評価実習
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伊林　克彦　教授　　言語聴覚学専攻長
大学院　高次脳機能障害コース，学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
言語医学：　8コマ
失語症学：　6コマ
高次脳機能障害学概論：　8コマ
高次脳機能障害学各論：　8コマ　
認知症：　8コマ
言語聴覚障害診断学：　2コマ
高次脳機能障害学実習：　10コマ
臨床見学実習，基礎実習，臨床評価実習
○大学院担当授業実績
高次脳機能障害学特講Ⅱ：　3コマ
高次脳機能障害学特講Ⅲ：　4コマ
高次脳機能障害学特講Ⅶ：　5コマ
高次脳機能障害評価学Ⅰ：　8コマ
高次脳機能障害評価学Ⅱ：　4コマ
<Ⅱ　研究記録>
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）伊林克彦
　 認知症について
　 新潟市　ふれあいプラザ，2012年11月
○学会、研修会、公開講座等の主催
1）伊林克彦（新潟神経・言語障害研究会）
　 第17回　新潟神経・言語障害学セミナー　主催，180人，本学，2012年8月
○その他
1）伊林克彦，藤間紀明
　 認知症トレーニング用DVDの作成（2バージョン　各20分）
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道関　京子　教授
大学院　高次脳機能障害コース，学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
言語学：　15コマ
音声学：　15コマ
失語症：　7コマ
音声言語医学：　4コマ
運動障害性構音障害：　8コマ
○大学院担当授業実績
神経心理学：　8コマ
高次脳機能障害学特講Ⅰ：　8コマ
高次脳機能障害学特講Ⅳ：　8コマ
高次脳機能障害学特講Ⅴ：　8コマ
<Ⅱ　研究記録>
○著書
1）道関京子（分担執筆）
　 生活支援技術（福祉教科用図書），実教出版，（88-97，132-137），2013年1月
　（担当部分は第5章：食事の介護，第9章　レクリエーションにおける介護技術）
○原著論文
1）道関京子，石川奈寿美，坂口久美子.
　 高齢者の言語生活を維持・向上するためのリズミカル運動
　 臨床言語研究，13：1-10，2012.（査読有）．
○学会での講演・シンポジウム
1）道関京子
　 随意な言語活動障害総論
　 日本臨床言語学会，東京，2012年10月（資料・抄録集，15：2-4，2012．）
○学会発表（口演・ポスター）
1）道関京子，坂口久美子，不破本純子
　 構音検査試案（項目と判定統一の試み）
　 日本臨床言語学会，東京，2012年10月（資料・抄録集，15：23-28，2012．）
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）道関京子
　 全体構造法による子どもへの支援．吃音がある子の指導．子どもが楽しんでできる構音
－54－
指導をめざして
　 第41回全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会全国大会，川崎，2012年8月
　（神奈川大会記録集，30-31，52-53，2012.）
2）道関京子
　 全体構造法とは．失語症タイプに合わせた全体構造法の具体的な構成-ブローカ失語の訓練
　 第140回国際治療研究所セミナー，東京，2012年11月
　（テキスト集，17-25，37-43，2012.）
3）道関京子
　 言語構造化理論と展開.自閉症スペクトラム．超皮質性運動失語
　 三重県言語聴覚士会，津市，2013年3月
○学会，研修会，公開講座等の主催
1）日本全体構造臨床言語学会，全体構造法講習会，参加120名，東京，2012年7月
2）国際治療研究所（医歯薬出版後援），著者から学ぶ全体構造法セミナー，
　 参加150名，2012年11月
○産学官連携による共同研究，受託研究
1）道関京子，小川洋介，藤間紀明，金山節子（東京逓信病院），河原明子（昭和大学）
　 株式会社アニモ，株式会社KDS（分担研究），総務省情報バリヤフリー事業助成研究，
　 総合言語リハビリ・吃音訓練SaaSサービスシステム開発（2012～2014）．1,000,000円
○テレビ・ラジオ出演，新聞雑誌等への記事掲載
1）道関京子，坂井敬三
　 静岡新聞，体動かし発声　失語症改善（高齢者の自信喪失，孤立妨げ），
　 2012年10月
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倉智　雅子　教授
大学院　摂食・嚥下障害コース，学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
医療英文抄読法：　15コマ
音声障害：　8コマ
言語聴覚障害学総論：　12コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　10コマ
○大学院担当授業実績
摂食・嚥下障害評価学：　13コマ
摂食・嚥下障害学特講Ⅱ：　4コマ
摂食・嚥下障害学特講Ⅲ：　8コマ
摂食・嚥下障害学特講Ⅵ：　8コマ
英語導入教育：　10コマ
<Ⅱ　研究記録>
○商業誌
1）倉智雅子，高橋圭三
　 咽頭期障害に対する嚥下リハビリテーション
　 MonthlyBookENTONI，150：50-57，2013.
○学会での講演・シンポジウム
1）倉智雅子
　 カレント・トピックス　LeeSilvermanVoiceTreatment（LSVT）：
　 LOUD，BIGandmore-訓練効果を支える神経生理学的基盤
　 第1回日本ディサースリア学術集会，東京，2012．10.
○学会発表（口演・ポスター）
1）Fujiwara　S，OnoT，TamineK，KondoJ，Fujiu-KurachiM，HoriK，InoueM，
MaedaY，BoroumandS，NitschkeI.
　 Tonguepressureproductionagainsthardpalateduring supraglottic swallowand
supersupraglotticswallow.
　 2ndESSDCongress，Barcelona，Spain，October，2012.
2）木村幸，倉智雅子，小野高裕
　 前舌保持嚥下の挺舌負荷が若年健常男性の咽頭後壁隆起幅に及ぼす影響
　 第4回日本ニューロリハビリテーション学会，岡山，2013．2.
3）木村幸，巨島文子，今田智美，倉智雅子
　 高齢嚥下障害者に対する前舌保持嚥下の有用性について
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　 第36回日本嚥下医学会，京都，2013．3.
4）金子真美，平野滋，楯谷一郎，水田匡信，樋渡直，倉智雅子，伊藤壽一
　 加齢性声帯萎縮に対する音声治療の検討
　 第25回日本喉頭科学会，横浜，2013．3.
5）Fujiwara　S，Fujiu-KurachiM，OnoT，MiyamotoJ，MinagiY，TamineK，KondoJ，
HoriK，InoueM，MaedaY
　 Tongue pressure production against hard palate and submental surface
electromyographyduringtongue-holdswallowsinelderlypeople
　 21stDRSAnnualMeeting，Seattle，USA，March，2013.
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）倉智雅子
　 摂食・嚥下障害への取り組み-関連する職種の役割と展望
　 埼玉県摂食・嚥下研究会第15回講演会，さいたま，2012．6.
2）倉智雅子
　 前舌保持嚥下と舌圧
　 舌圧研究情報交換会（舌圧サミット），箕面，2012．7.
3）倉智雅子
　 VF・VE評価演習
　 平成24年度認定言語聴覚士摂食・嚥下障害領域講習会，東京，2012．10.
○学会、研修会、公開講座等の主催
1）LSVT®BIG　認定講習会共同開催，東京，2012．7.
○学会での座長
1）倉智雅子
　 口演：摂食・嚥下基礎研究，第13回日本言語聴覚学会，福岡，2012．6.
2）倉智雅子
　 特別講演　米国における音声治療の最前線
　 第1回日本ディサースリア学術集会，東京，2012．10.
○その他（職能団体の委員等）
・DRS　AdHocCommitteeInternationalCouncilor
・日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　評議員
・日本言語聴覚士協会　コア・カリキュラム委員
・ディサースリア臨床研究　編集委員
・言語聴覚研究　外部査読者
・第14回日本言語聴覚学会　プログラム委員
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宮岡　里美　准教授
大学院　摂食・嚥下障害コース，学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
心理学概論：　15コマ
生涯発達心理学：　15コマ
栄養学：　8コマ
食の心理学：　8コマ
健康心理学：　15コマ
心理学実験演習：　12コマ
学習心理学：　15コマ
臨床見学実習，基礎実習，臨床評価実習
○大学院担当授業実績
摂食・嚥下障害学特講Ⅵ：　3コマ
<Ⅱ　研究記録>
○総説
1）宮岡里美
　 認知症の人への効果的な摂食・嚥下リハビリテーションと食事介助の進め方
　 認知症介護，14（1）：8-19，2013.
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）宮岡里美
　 認知症の誤嚥・窒息事故の予防と対策～認知症高齢者への関わり方～
　 社会福祉法人魚沼福祉会，魚沼市（新潟県），2012年10月
○科学研究費申請
申請　1件
○テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
1）宮岡里美
　 村上新聞　教授ブログ，罰の効果～罰で人は強く生きて行けるのか?
　 2013年3月
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若松　直樹　准教授　　平成24年9月着任
学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録（平成24年9月～平成25年3月）>
○学部担当授業実績
情報処理演習：　15コマ
心理学実験演習：　11.5コマ
対人関係論：　15コマ
臨床心理学：　10コマ
<Ⅱ　研究記録（平成24年9月～平成25年3月）>
○著書
1）小海宏之，若松直樹（共編著）
　 高齢者こころのケアの実践　上巻認知症ケアのための心理アセスメント
　 創元社，160頁，2012.
2）小海宏之，若松直樹（共編著）
　 高齢者こころのケアの実践　下巻認知症ケアのためのリハビリテーション
　 創元社，152頁，2012.
○総説
1）若松直樹
　 認知症ケアのための非薬物的対応
　 花園大学心理カウンセリングセンター研究紀要，7：5-15，2013.
○学会での講演・シンポジウム
1）若松直樹
　 高齢者支援としての心理臨床の実践-第6講-心理アセスメント・非薬物療
　 法（学習療法）・家族支援
　 第31回日本心理臨床学会自主シンポジウム，名古屋，2012年9月
　 日本心理臨床学会第31回秋季大会プログラム：106，2012.
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）若松直樹
　 認知症ケアのための非薬物的対応
　 花園大学心理カウンセリングセンター 「高齢者メンタルケアフォーラム」
　 京都，2012年11月
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加藤　豊広　准教授
大学院　共通コース，学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　5コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
○大学院担当授業実績
統合医療Ⅰ：　8コマ
○修士論文研究指導
1）副査
　 山崎友賀，果汁飲料を黄色いコップで飲むと酸味やおいしさは増強するか
<Ⅱ　研究記録>
○学会発表（口演・ポスター）
1）加藤豊広
　 経絡テストを指標とした健常者に対する歩行運動の影響
　 第61回全日本鍼灸学会学術大会，三重，2012年6月
　 第61回全日本鍼灸学会学術大会，三重大会　抄録集，163頁，2012年
2）加藤豊広，稲葉陽介，岩原志保，金子奈生，佐藤和歩，杉本大祐，西潟晴花，
　 伊林克彦，山村千絵，的場巳知子　
　 歩行運動が握力に及ぼす影響
　 第27回日本保健医療行動科学会学術大会，岐阜，2012年6月
　 第27回日本保健医療行動科学会学術大会プログラム・抄録集，64頁，2012年
○テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
1）加藤豊広
　 OSTEOPATHY会報16，　新理事長加藤豊広先生就任　理事長就任ご挨拶
　 2013年1月8日
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和田　有子　講師
学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　4コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
小児科学：　8コマ
発達障害理学療法学：　5コマ
言語発達学：　8コマ
言語発達障害学各論Ⅰ：　10コマ
言語発達障害学各論Ⅱ：　8コマ
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）和田有子，和田雅樹，高桑好一
　 新潟県における産科施設における在胎36週未満児とパリビズマブ投与の現状
　 新潟医学会雑誌，126（1）：33-39，2012．査読有
○学会発表（口演・ポスター）
1）和田有子，和田雅樹
　 新潟県の産科施設における在胎36週未満児とパリビズマブ投与の現状
　 第115回日本小児科学会学術集会，福岡，2012年4月
　 日本小児科学会雑誌　116（2）：451，2012．
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）和田有子
　 発達障害の理解と支援，村上県立特別支援学校教職員専門性向上研修会
　 村上，2012年7月
○テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
1）和田有子
　 宮久保幼稚園ホームページ，ドクターマムズレター「食中毒にご注意！」
　 2012年9月2日
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櫻井　晶　助教
学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　5コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
生理学実習：　21コマ
高次脳機能障害学実習：　13コマ
言語発達障害学実習：　23コマ
臨床見学実習，基礎実習，臨床評価実習
<Ⅱ　研究記録>
○学会発表（口演・ポスター）
1）阿志賀大和，水野智仁，原口裕希，松林義人，櫻井晶，田村裕，山村千絵
　 健常者を対象とした座位姿勢の不安定さが咬合機能に及ぼす影響
　 第13回日本言語聴覚学会，福岡，2012年6月
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）櫻井晶
　 1年以上持続した身体パラフレニア患者に言語聴覚療法を試みた1症例
　 新潟県言語聴覚士会症例発表，新潟，2012年12月
○学会、研修会、公開講座等の主催
1）新潟神経・言語障害研究会（伊林克彦代表）
　 第17回新潟神経・言語障害学セミナー，180人，本学，2012年8月
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田村　裕　助教
学部　言語聴覚学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　3コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
生理学実習：　23コマ
摂食・嚥下障害学実習：　14コマ
聴力検査実習：　23コマ
臨床見学実習，基礎実習，臨床評価実習
<Ⅱ　研究記録>
○学会発表（口演・ポスター）
1）阿志賀大和，水野智仁，原口裕希，松林義人，櫻井晶，田村裕，山村千絵
　 健常者を対象とした座位姿勢の不安定さが咬合機能に及ぼす影響
　 第13回日本言語聴覚学会，福岡，2012年6月
○学会、研修会、公開講座等の主催
1）新潟神経・言語障害研究会（伊林克彦代表）
　 第17回新潟神経・言語障害学セミナー，180人，本学，2012年8月
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遠藤　文雄　教授
学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
地域理学療法学：　2コマ
老年期理学療法学：　3コマ
義肢装具学：　10コマ
生活環境論：　3コマ
<Ⅱ　研究記録>
○研究会・研修会・公開講座等での発表　
1）遠藤文雄
　 リハビリテーション医療の基礎知識，住宅・福祉用具に関する知識
　 訪問介護員養成研修，東京福祉大学伊勢崎キャンパス，2012年7月
2）遠藤文雄
　 リハビリテーション医療の基礎知識，住宅・福祉用具に関する知識
　 訪問介護員養成研修，東京福祉大学伊勢崎キャンパス，2013年3月
3）遠藤文雄
　 腰痛予防と健康体操，職員の健康管理研修会，
　 村上（神林農村環境改善センター、荒川支所地域振興センター），2012年11月
4）遠藤文雄
　 腰痛予防と健康体操，職員の健康管理研修会，
　 沼田（社会福祉法人健生会特老花の苑），2013年1月
5）遠藤文雄
　 腰痛予防と健康体操，職員の健康管理研修会，
　 厚木（社会福祉法人敬和会デーサービス施設えまーぶる），2013年1月
6）遠藤文雄
　 健康寿命とリハビリテーション，NPO法人健康資源研究開発機構市民講座，
　 藤岡，2013年2月
7）遠藤文雄
　 らくらく貯筋体操，愛知県旭尾張市市民公開講座，
　 旭尾張，2013年3月
○その他
1）遠藤文雄
　 日本の理学療法源流，東海医療福祉専門学校，2013年3月
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大澤　源吾　教授
大学院　共通コース，学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
臨床倫理学：　15コマ
医学概論：　8コマ
内科学：　15コマ
呼吸リハビリテーション学：　8コマ
○大学院担当授業実績
医療倫理：　4コマ
○修士論文研究指導
1）副査
　 水野智仁，若年健常者における頸椎装具使用時の頭部の角度変化が嚥下のしやすさに
　 与える影響
<Ⅱ　研究記録>
○テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
1）大澤源吾
　 村上新聞　教授ブログ，増える性感染―若者に付けを残さないために―
　 2012年4月22日
○その他
1）大澤源吾
　 新潟リハビリテーション大学開学への道
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1：9-11，2012.
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熊木　克治　教授
大学院　摂食・嚥下障害コース，学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
解剖学I：　30コマ
解剖学II：　15コマ
解剖学実習：　23コマ　解剖学見学実習（新潟大学医学部）：　2日間，10時間
○大学院担当授業実績
神経解剖学：　8コマ
摂食・嚥下障害学評価学：　2コマ
摂食・嚥下障害学特講Ⅱ：　2コマ
高次脳機能障害学総論Ⅰ（基礎）：　2コマ
○修士論文研究指導
1）副査
　 平田和晃，口腔内での味の広がりに及ぼす食物の硬さの影響
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）MaedaS，AizawaY，KumakiK，KageyamaI
　 VariationinthecourseofthemaxillaryarteryinJapaneseadults
　 AnatomicalScienceInternational，87（4）：187-194，2012.査読有
○書評
1）熊木克治
　 プロメテウス解剖学アトラス口腔・頭頚部　「歯学にSTに外科にそして一般に火の如く
世に広がる」，週刊医学界新聞，　2994号：　6頁，MedicalLibrary，2012．
○学会での講演・シンポジウム
1）熊木克治
　 下肢の“マクロ解剖学”と“研究活動”，　第21回新潟県理学療法士学会　特別講演，
　 新潟，2012．11．
○学会発表（口演・ポスター）
1）内山理香子，時田幸之輔，小島龍平，　相澤幸夫，　熊木克治，　影山幾男　
　 リスザルの足背に分布する皮神経の観察
　 第11回コ・メディカル形態機能学会学術集会，東京，2012．9．
2）緑川沙織，時田幸之輔，小島龍平，相澤幸夫，熊木克治，影山幾男
　 内側上腕皮神経と肋間上腕神経の関係
　 第11回コ・メディカル形態機能学会学術集会，東京，2012．9．
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3）姉帯飛高，時田幸之輔，小島龍平，相澤幸夫，熊木克治，影山幾男
　 上殿動脈が仙骨神経叢を貫く位置と分岐神経の位置関係
　 第11回コ・メディカル形態機能学会学術集会，東京，2012．9．
4）居坂侑紀，時田幸之輔，小島龍平，相澤幸夫，熊木克治，　影山幾男
　 下殿動脈が仙骨神経叢を貫く位置と分岐神経起始分節との関係
　 第11回コ・メディカル形態機能学会学術集会，東京，2012．9．
5）影山幾男，熊木克治，佐藤昇
　 肉眼解剖学セミナー・新潟の展望
　 第118回日本解剖学会総会・全国学術集会，高松，2013．3．
6）宮脇佳子，宮脇誠，相澤幸夫，熊木克治，影山幾男
　 尺骨神経からの肘関節周囲への知覚枝について
　 第118回日本解剖学会総会・全国学術集会，高松，2013．3．
7）時田幸之輔，竹澤康二郎，渡邊優子，加藤絵里子，影山幾男，相澤幸夫，熊木克治
　 胸筋神経支配の鎖骨下筋
　 第118回日本解剖学会総会・全国学術集会，高松，2013．3．
8）江玉睦明，影山幾男，熊木克治，古賀良生，渡辺博史，梨本智史
　 足趾屈筋群の解剖学的構造と臨床応用
　 第118回日本解剖学会総会・全国学術集会，高松，2013．3．
9）姉帯飛高，時田幸之輔，小島龍平，影山幾男，相澤幸夫，熊木克治
　 上殿動脈と仙骨神経叢の位置関係における比較解剖学的検討
　 第118回日本解剖学会総会・全国学術集会，高松，2013．3．
10）鈴木佳歩，時田幸之輔，小島龍平，影山幾男，相澤幸夫，熊木克治
　　尺骨神経の構成分節について―C7成分の参加に注目して―
　　第118回日本解剖学会総会・全国学術集会，高松，2013．3．
11）内山理香子，時田幸之輔，小島龍平，影山幾男，相澤幸夫，熊木克治
　　リスザルの足背に分布する皮神経の観察
　　第118回日本解剖学会総会・全国学術集会，高松，2013．3．
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）熊木克治
　 横隔神経群と鎖骨下静脈の局所解剖学―発生学的考察
　 第6回顎顔面領域における臨床解剖学ワークショップ，新潟，2012．9．
2）熊木克治
　 ヒポクラテスの木，第4回有明臨床解剖学シンポジウム，東京，2012．11．
○テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
1）熊木克治，金澤寛明，長谷川和宏
　新潟大学季刊広報誌　六花，恩師と語らう懐かしの時代　
　シリーズ対談「今の立場になって改めて気付く当時の恩師の教え」，2012．10．
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2）熊木克治
　 金沢大学医学部創立百五十周年記念誌
　 余滴　小さなきっかけの積み重ねから次々と新しい地平が
　 ―昭和30～50年代の学生時代，基礎教室，2012．10．23
○その他
1）日本歯科大生命歯学部（東京）：熊木克治；解剖学実習講義・指導
2）日本歯科大新潟生命歯学部：熊木克治；第6回肉眼解剖学セミナー講義・指導，第6回顎
顔面領域における臨床解剖学ワークショップ講義・指導，講義「ヒトの一生、ヒトはど
こからやってきたか」，解剖学実習指導，
3）埼玉医大保健医療学部：熊木克治；講義・実習発表会
4）県立新潟盲学校専攻科：熊木克治；講義「局所解剖学」
－68－
濱出　茂治　教授
学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
基礎運動療法学：　8コマ
物理療法学：　15コマ
物理療法学実習：　23コマ
運動器疾患理学療法学：　10コマ
運動器疾患理学療法学実習：　10コマ
<Ⅱ　研究記録>
○学会での座長
濱出茂治，特別講演Ⅱ，第20回日本物理療法学会，京都　2012年10月
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灰田　信英　教授
大学院　高次脳機能障害コース,　学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
理学療法概論：　9コマ
動作解析学実習：　23コマ
理学療法評価学：　9コマ
リハビリテーション概論：　2コマ
○修士論文研究指導
1）副査
　 小川洋介，頸部回旋の違いが立ち上がり動作へ及ぼす影響　—運動学的分析の観点から—
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浅海　岩生　教授
大学院　高次脳機能障害コース，学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　2コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
基礎運動学各論：　1コマ
運動学実習：　23コマ
基礎理学療法学：　15コマ
臨床運動学：　14コマ
理学療法評価学実習：　2コマ
○大学院担当授業実績
リハビリテーション医学総論：　8コマ
○修士論文研究指導
1）主査
　 小川洋介，頚部回旋の違いが立ち上がり動作へ及ぼす影響～運動学的分析の観点から～
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）松林義人，小川洋介，佐々木理恵子，星野浩通，原口裕希，高橋裕二，浅海岩生,
　 遠藤文雄，浅川康吉，山口晴保
　 低頻度短期間の運動機能向上プログラムが認知機能と運動機能の改善に及ぼす影響につ
いて
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：37-44，2012．査読有
2）高橋圭三，倉智雅子，浅海岩生
　 表面筋電図の筋電量の解析による健常若年者の舌骨上・下筋活動に及ぼす前舌保持嚥
　 下法の影響
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：51-59，2012.査読有
○論文（短報）
1）小川洋介，浅海岩生，松林義人，佐々木理恵子，髙橋裕二
　 頚部回旋の立ち上がり動作における足圧中心と筋力の相関関係について　　
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：65-70，2012．査読有
○学会,研修会,公開講座等の主催
1）新潟リハビリテーション大学学術委員会（企画・運営担当；浅海岩生）
　 第6回新潟リハビリテーション大学スキルアップセミナー，65名，本学，2012年8月
　 第7回新潟リハビリテーション大学スキルアップセミナー，43名，本学，2013年3月
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松林　義人　助教
学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅠ：　1コマ
フレッシュマンセミナーⅡ：　11コマ
基礎運動学概論：　12コマ
理学療法評価学：　6コマ
理学療法評価学実習：　45コマ
理学療法評価学演習：　8コマ
日常生活活動学実習：　23コマ
神経・筋疾患理学療法学：　8コマ
地域リハビリテーション論：　13コマ
臨床評価実習
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）松林義人，小川洋介，佐々木理恵子，星野浩通，原口裕希，高橋裕二，浅海岩生，
　 遠藤文雄，浅川康吉，山口晴保
　 低頻度短期間の運動機能向上プログラムが認知機能と運動機能の改善に及ぼす影響につ
いて
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：37-44，2012.査読有
2）髙橋裕二，池谷直美，水野智仁，松林義人，佐々木理恵子，小川洋介，櫻井晶，田村裕，
　 原口裕希，松尾真輔
　 安静がもたらす動作への影響-高齢者の椅子からの立ち上がり動作
　 理学療法新潟，15：9-14，2012.査読有
○論文（短報）
1）小川洋介，浅海岩生，松林義人，佐々木理恵子，髙橋裕二
　 頚部回旋の立ち上がり動作における足圧中心と筋力の相関関係について　　
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：65-70，2012.査読有
○学会発表（口演・ポスター）
1）MatsubayashiY，AsakawaY，OgawaY，SasakiR，HaraguchiY，HoshinoH，
TakahashiY，EndoF，YamaguchiH
　 InfluencesofaShort-TermLow-FrequencyMotorFunctionImprovementProgramon
CognitiveandPhysicalFunctions
　 7thWorldCongressforNeuroRehabilitation，Melbourne，2012，5.
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2）松林義人，浅川康吉，小川洋介，佐々木理恵子，浅海岩生，原口裕希，星野浩通，
　 金子雄太，遠藤文雄，高橋裕二，山口晴保
　 地域在宅高齢者の転倒恐怖感が身体機能とQOLに及ぼす影響について
　 第47回全国理学療法学術大会，神戸，2012年5月
3）浅海岩生，松林義人，佐々木理恵子，小川洋介，井林雪郎，林克樹，武末和彦，
　 高野美智子
　 振動刺激による反応時間測定装置の開発と評価
　 第47回全国理学療法学術大会，神戸，2012年5月
4）阿志賀大和，水野智仁，松林義人，櫻井晶，田村裕，山村千絵
　 健常者を対象とした座位姿勢の不安定さが咬合機能に及ぼす影響
　 第13回日本言語聴覚学会，福岡，2012年6月
5）松林義人，石田善充，佐藤成登志，小川洋介，佐々木理恵子，高田治実
　 腰椎椎間板ヘルニア患者に対するMyotuningApproachの効果の検証
　 第11回日本マイオチューニング学会学術大会，東京，2012年9月
6）松林義人，高橋明美，小川洋介，佐々木理恵子
　 脳血管障害後遺症患者のうつ状態とADLの関連性
　 第9回日本理学療法士協会神経理学療法研究部会学術集会，新潟，2012年12月
○研究会・研修会・公開講座等での発表
1）松林義人
　 転倒予防に関する基礎知識と取り組み例の紹介
　 岩船郡村上市民営福祉会研修会，村上，2012年7月
○科学研究費採択
1）松林義人（代表）
　 セルフモニタリング方式の転倒予防教室が運動機能と生活の質及び転倒恐怖に及ぼす
　 影響（課題番号24700563）
　　若手研究（B），2012年～2014年度，4,420,000円
○テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
1）松林義人
　 新潟日報，ニュースアイ　延ばそう健康寿命
　 2012年11月10日
○学術賞受賞
1）松林義人
　 学会長賞，第11回日本マイオチューニング学会学術大会，2012年9月
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佐々木　理恵子　助教
学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
運動器疾患理学療法学：　6コマ
運動器疾患理学療法学実習：　8コマ
健康増進理学療法学：　8コマ
基礎運動学各論：　2コマ
臨床運動学：　2コマ
理学療法評価学実習：　5コマ
臨床見学実習，　基礎実習，　評価実習
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）高橋裕二，池谷直美，水野智仁，松林義人，佐々木理恵子，小川洋介，櫻井晶，
　 田村裕，原口裕希，松尾真輔
　 安静がもたらす動作への影響　高齢者の椅子からの立ち上がり動作
　 理学療法新潟，15：9-14，2012．査読有
2）梨本智史，渡辺博史，古賀良生，大森豪，佐々木理恵子，遠藤和男，田中正栄，
　 縄田厚
　 下肢筋力測定・訓練器を用いた大腿四頭筋の筋緊張評価
　 運動療法と物理療法，23（3）：271-275，2012.査読有
3）松林義人，小川洋介，佐々木理恵子，星野浩通，原口裕希，高橋裕二，浅海岩生，
　 遠藤文雄，浅川康吉，山口晴保
　 低頻度短期間の運動機能向上プログラムが認知機能と運動機能の改善に及ぼす影響につ
いて
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：37-44，2012．査読有
4）渡辺博史，松岡潤，梨本智史，古賀良生，大森豪，遠藤和男，田中正栄，縄田厚，
　 佐々木理恵子
　 静的ストレッチングの有効な持続時間について　下肢筋力測定・訓練器による大腿四頭
筋緊張度変化の検討
　 新潟県厚生連医誌，22（1）：34-38，2013.査読有
○論文（短報）
1）佐々木理恵子，古賀良生，大森豪，渡辺博史，梨本智史，遠藤和男，田中正栄，
　 縄田厚
　 下肢筋力測定・訓練器による運動負荷前後の大腿四頭筋の緊張評価
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　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：61-64，2012.査読有
2）小川洋介，浅海岩生，松林義人，佐々木理恵子，高橋裕二
　 頸部回旋の立ち上がり動作における足圧中心と筋力の相関関係について
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：65-70，2012.査読有
○学会発表（口演・ポスター）
1）渡辺博史，松岡潤，梨本智史，古賀良生，大森豪，遠藤和男，田中正栄，縄田厚，
　 佐々木理恵子
　 静的ストレッチングの効果的な持続時間について
　 第47回日本理学療法学術集会，兵庫，2012年5月
　 理学療法学，39（Suppl.2）：1344，2012.
2）浅海岩生，松林義人，佐々木理恵子，小川洋介，林克樹，高野美智子，武末和彦，
　 井林雪朗
　 振動刺激による反応時間測定装置の開発と評価
　 第47回日本理学療法学術集会，兵庫，2012年5月
　 理学療法学，39（Suppl.2）：1339，2012.
3）松林義人，浅川康吉，小川洋介，佐々木理恵子，浅海岩生，原口裕希，星野浩通，
　 金子雄太，遠藤文雄，高橋裕二，山口晴保
　 地域在宅高齢者の転等恐怖感が身体機能とQOLに及ぼす影響について
　 第47回日本理学療法学術集会，兵庫，2012年5月
　 理学療法学，39（Suppl.2）：0950，2012.
4）佐々木理恵子，古賀良生，大森豪，遠藤和男，渡辺博史，梨本智史，田中正栄，
　 縄田厚
　 下肢筋力測定・訓練器による運動負荷前後の大腿四頭筋の緊張評価
　 第47回　日本理学療法学術集会，兵庫，2012年5月
　 理学療法学，39（Suppl.2）：0224，2012.
5）Sasaki　R，　Urabe　Y
　 Differencesinonsettimingofmuscleactivitiesduringtwotypesofjumplandings
　 30thConferenceof theInternationalSocietyofBiomechanics inSports，Australia，
2012，6.
○科学研究費申請
申請　1件
○研究助成金
1）佐々木理恵子（代表）
　 ロコモスキャンの有用性を検討する，638,000円
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髙橋　裕二　助教
学部　理学療法学専攻
<Ⅰ　教育記録>
○学部担当授業実績
フレッシュマンセミナーⅡ：　15コマ
生活環境論：　14コマ
動作解析学実習：　19コマ
老年期理学療法学：　6コマ
臨床見学実習，基礎実習，評価実習
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）松林義人，小川洋介，佐々木理恵子，星野浩通，原口裕希，高橋裕二，浅海岩生，
　 遠藤文雄，浅川康吉，山口晴保
　 低頻度短期間の運動機能向上プログラムが認知機能と運動機能の改善に及ぼす影響につ
いて
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：37-44，2012.査読有
2）髙橋裕二，池谷直美，水野智仁，松林義人，佐々木理恵子，小川洋介，櫻井晶，
　 田村裕，原口裕希，松尾真輔
　 安静がもたらす動作への影響-高齢者の椅子からの立ち上がり動作
　 理学療法新潟，15：9-14，2012．査読有
○論文（短報）
1）小川洋介，浅海岩生，松林義人，佐々木理恵子，髙橋裕二
　 頚部回旋の立ち上がり動作における足圧中心と筋力の相関関係について　　
　 新潟リハビリテーション大学紀要，1（1）：65-70，2012.査読有
○学会発表（口演・ポスター）
1）MatsubayashiY，AsakawaY，OgawaY，SasakiR，HaraguchiY，HoshinoH，
　 TakahashiY，EndoF，YamaguchiH
　 InfluencesofaShort-TermLow-FrequencyMotorFunctionImprovementProgramon
CognitiveandPhysicalFunctions
　 7thWorldCongressforNeuroRehabilitation，Melbourne，2012，5.
2）松林義人，浅川康吉，小川洋介，佐々木理恵子，浅海岩生，原口裕希，星野浩通，
　 金子雄太，遠藤文雄，高橋裕二，山口晴保
　 地域在宅高齢者の転倒恐怖感が身体機能とQOLに及ぼす影響について
　 第47回全国理学療法学術大会，神戸，2012年5月
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藤間　紀明　助手（大学院）
<Ⅱ　研究記録>
○原著論文
1）藤間紀明，山村千絵
　 エスプーマ調理器で泡状に加工した納豆の咀嚼・嚥下特性
　 ―テクスチャー検査と官能検査―
　 日本咀嚼学会雑誌，22（2）：113-121，2012.　査読有
○産学官連携による共同研究，受託研究
1）道関京子，小川洋介，藤間紀明，金山節子（東京逓信病院），河原明子（昭和大学）
　 株式会社アニモ，株式会社KDS（分担研究），総務省情報バリアフリー事業助成研究，
　 総合言語リハビリ・吃音訓練SaaSサービスシステム開発（2012～2014）．1,000,000円
○その他
1）伊林克彦，藤間紀明
　 認知症トレーニング用DVDの作成（2バージョン　各20分）
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注：　掲載について
業績記録期間：　2012年4月から2013年3月まで
対象者：　上記の期間に本学に在籍していた教員（ただし2012年度中の退職者は除く）。
途中採用者は本学在籍期間中のみの業績を掲載（冒頭に表示あり）。
掲載項目：
＜Ⅰ　教育記録＞
　①学部担当授業（講義、演習、実習等）実績
　②大学院担当授業（講義）実績
　③修士論文研究指導
＜Ⅱ　研究記録＞
　①著書
　②原著論文
　③論文（短報症例報告等）
　④総説
　⑤書評
　⑥翻訳書
　⑦商業誌
　⑧学会での講演・シンポジウム
　⑨学会発表（口演・ポスター）
　⑩研究会・研修会・公開講座等（学会以外）での発表
　⑪学会、研修会、公開講座等の主催
　⑫学会での座長
　⑬科学研究費採択・研究成果報告書および申請（申請の場合は件数のみ）
　⑭産学官連携による共同研究、受託研究（学内共同研究は含めない）
　⑮研究助成金（⑬、⑭以外）
　⑯テレビ・ラジオ出演、新聞雑誌等への記事掲載
　⑰学術賞受賞（全国もしくは国際レベルの学会に限る）
　⑱特許・実用新案の出願・登録
　⑲上記分類に当てはまらないが、特記すべき研究業績
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Ⅸ．研究費
1．学内研究費
　・共通教育研究費
　・教員個人研究費
　・学部　リハビリテーション学科
　　　　　　　理学療法学専攻研究費
　　　　　　　言語聴覚学専攻研究費
　・大学院　リハビリテーション研究科
　　　　　　　摂食･嚥下障害コース研究費
　　　　　　　高次脳機能障害コース研究費
2．科学研究費補助金
採択年度 種目 研究者 課題名 金額
1
平成23年度
継続
基盤研究C
山村千絵
（代　表）
新しいソフトスチーム技術を応用
して咀嚼・嚥下困難者用食材を調
整する
5,200,000
2
平成24年度
新規
若手研究B
松林義人
（代　表）
セルフモニタリング方式の転倒予
防教室が運動機能と生活の質及び
転倒恐怖に及ぼす影響
4,420,000
3．その他助成金
採択年度 種目 研究者 課題名 金額
1
平成23年度
継続
㈶上月スポーツ
･教育財団
佐々木理恵子
両脚および片脚ジャンプ着地
動作時における下肢筋活動開
始時間の違い
500,000
2
平成24年度
新規
アルケア㈱ 佐々木理恵子
「ロコモスキャンの有用性を
検討する」共同研究
638,000
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Ⅹ．図書館
1．　蔵書数
和書 洋書 計
書籍（冊） 23,511冊 1,817冊 25,328冊
雑誌（種） 50種 30種 80種
 平成24年5月1日現在
２．年間受入冊数
　　　1,285　冊
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Ⅺ．入学者の受け入れ状況及び在籍学生数
1．学生定員
（1）学　部
専攻名 入学定員 収容定員 計
理学療法学専攻 40名 160名
320名
言語聴覚学専攻 40名 160名
（2）大学院（修士課程）
コース名 入学定員 収容定員 計
高次脳機能障害コース
12名 24名 24名
摂食・嚥下障害コース
2．広報活動
（1）オープンキャンパス、入試説明会
期日 内容
4月29日（日） 第1回オープンキャンパス 参加者数　18名
 6月 2日（土） 第2回オープンキャンパス 参加者数　17名
 7月21日（土） 第3回オープンキャンパス 参加者数　42名
 7月22日（日） 第4回オープンキャンパス 参加者数　47名
 8月18日（土） 第5回オープンキャンパス 参加者数　82名
 9月17日（祝） 入試対策説明会 参加者数　81名
10月28日（土） 第1回ミニオープンキャンパス 参加者数　48名
12月 9日（日） 第2回ミニオープンキャンパス 参加者数　25名
 3月30日（土） プレオープンキャンパス 参加者数　43名
（2）進学相談会等
　　進学相談会は、新潟県内の24会場に参加した。
　　また、高等学校ガイダンスは、新潟県内の23校に参加した。
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3．入学者選考方法
（1）学　部
　1）入学者受入方針（アドミッションポリシー）
　リハビリテーション分野において地域社会や国際社会に貢献するためには、人間愛や道徳
心を持ち、広い視野に立って専門性の高い知識や技術を身に付けることが求められる。この
ため、高校時代において大学の授業の土台となる教科として、特に、国語、理科、英語をしっ
かりと勉強しておくことが、きわめて重要である。これらの教科の基礎知識を幅広く確実に
修得しておくことは、大学の授業をスムーズに理解するのに役立つ。
　2）入試区分別募集人員
専攻
入学定員
入試区分別募集人員
AO入試 指定校推薦
公募推薦 社会人
センター入試
利用
一般入試
第１回第２回 第１回第２回第１回第２回前期日程後期日程第１回第２回
理学療法学専攻
40
名
10名 若干名 30名 若干名 2名 2名 36名
言語聴覚学専攻
40
名
　3）入学試験実施状況
出願期間 試験日 合格発表
第1回AO入学試験
平成24年 8月30日～
 9月 5日
平成24年 9月 8日 平成24年 9月14日
第2回AO入学試験
平成25年 3月11日～
 3月21日
平成25年 3月23日 平成25年 3月25日
指定校推薦入学試験
平成24年11月 1日～
11月 7日
平成24年11月10日 平成24年11月16日
第1回公募推薦入学試験
平成24年11月 1日～
11月 7日
平成24年11月10日 平成24年11月16日
第2回公募推薦入学試験
平成24年12月 3日～
12月12日
平成24年12月15日 平成24年12月21日
第1回社会人入学試験
平成24年11月1日～
11月 7日
平成24年11月10日 平成24年11月16日
第2回社会人入学試験
平成24年12月 3日～
12月12日
平成24年12月15日 平成24年12月21日
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大学入試ｾﾝﾀｰ試験利用
平成25年 1月 7日～
 1月25日
本学独自の試験は課さない 平成25年 2月 8日
大学入試ｾﾝﾀｰ試験利用
平成25年 2月15日～
 2月28日
本学独自の試験は課さない 平成25年 3月 8日
第1回一般入学試験
平成25年 1月 7日～
 1月25日
平成25年 2月 3日 平成25年 2月 8日
第2回一般入学試験
平成25年 2月15日～
 2月28日
平成25年 3月 2日 平成25年 3月 8日
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（2）大学院（修士課程）
　1）入学者受入方針（アドミッションポリシー）
　〇　リハビリテーション医療に関する基本的な知識を持ち、さらに高度な専門的知識や技
術の修得に関心があり、積極的・創造的に研究に取り組む意欲がある人。
　〇　弱者（患者）の痛みや苦しみを理解することができ、リハビリテーション医療に対し
て高い目的意識を持ち、臨床現場で活躍したい人。
　〇　地域医療・福祉への貢献・向上につとめたいと思っている人。
　※入学者選抜方針
　　リハビリテーション医学領域に対する高い目的意識と理解度を持ち、研究に対する意欲
を有する人を選抜する。
　2）募集人員
研　究　科 専　　　攻 設置コース 標準修業年限 入学定員
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ研究科 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医療学専攻
摂食・嚥下障害コース
高次脳機能障害コース
2年
（長期履修制度あり）
12名（男女）
 注：平成25年度入試（平成24年度実施）より入学定員変更
　3）入学試験期日
出願期間 試験日 合格発表
第Ⅰ期
平成24年10月26日～
11月 9日
平成24年11月17日（土） 平成24年11月22日（木）
第Ⅱ期
平成25年 2月 1日～
2月 15日
平成25年 2月23日（土） 平成25年 3月 1日（金）
第Ⅲ期
平成25年 3月15日～
3月 29日
平成25年 4月 1日（月） 平成25年 4月 1日（月）
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4．在籍学生数
（1）学　部
専攻名
在籍学生数
合計
1年生 2年生 3年生
理学療法学専攻 64名 48名 39名
214名
言語聴覚学専攻 24名 30名  9名
（2）大学院（修士課程）
コース名
在籍学生数
合計
1年生 2年生
高次脳機能障害コース 1名 1名
7名
摂食・嚥下障害コース 1名 4名
 平成24年5月1日現在　　　　　
－85－
XII．学生生活支援
1．学生生活
（1）オリエンテーション
　1）学　部
　　日時：平成24年4月2日（月）
　　場所：本学　C棟　多目的教室
　　内容：1．資料等配布　　①学生便覧　②ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ手引き　③ﾊﾗｽﾒﾝﾄ手引き
　　　　　　　　　　　　　④図書利用ガイド　⑤履修登録票　⑥校舎案内図
　　　　　　　　　　　　　⑦教科書購入リスト　⑧時間割　⑨その他
　　　　　2．プレイスメントテスト
　　　　　3．クラスアドバイザー紹介・チューター紹介
　　　　　4．学生生活全般について
　　　　　5．教務関連全般について
　　　　　6．校内見学
　　　　　7．その他
　2）大学院（修士課程）
　　日時：平成24年4月10日（火）
　　場所：本学　サロン教室
　　内容：1．資料等配布　　①学生証、図書館利用証　②学籍原簿　③住所等届出書　
　　　　　　　　　　　　　④学生便覧　⑤時間割表　⑥その他
　　　　　2．学生生活について
　　　　　3．履修説明　　　①講義科目に関する履修方法について
　　　　　　　　　　　　　②研究の進め方・修士論文作成について
　　　　　4．今後のスケジュール概要
　　　　　5．図書館利用について
　　　　　6．その他、質疑応答
　　　　　7．研究相談会　　
（2）学生指導
　駐車マナー、敷地内禁煙、犯罪被害防止及び危険薬物使用禁止指導、地域生活におけるマ
ナー改善に向けた取り組みを学生委員会中心に実施した。
（3）健康診断
　新入生のツベルクリン反応検査及び学部生並びに大学院生全員の健康診断を実施。
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（4）学生相談
　臨床心理士の資格を有する非常勤職員（女性）が年24回相談日を設け対応した。
　平成24年度の相談総数は1件であった。
２．奨学生
学　年
新潟ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ大学
奨学金
日本学生支援機構
第一種奨学生
日本学生支援機構
第二種奨学生
合　計
1年生 1件  7件 32件 40件
2年生 1件  8件 18件 27件
3年生 1件  2件  5件  8件
合計 3件 17件 55件 75件
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XIII．学生会
1．組　織
（1）会　則
新潟リハビリテーション大学学生会　会則
第1章　総則
（名称）
　第1条　本会は新潟リハビリテーション大学学生会と称する。
（事務局）
　第2条　本会の事務局は新潟リハビリテーション大学内に置く。
（目的）
　第3条　本会は、学生によって運営される自治組織であり、文化活動ならびにスポーツ活
動などを通じて、会員相互の交流を深め、学生生活の充実をはかることを目的と
する。
（事業）
　第4条　本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　　　1．学生会総会に関すること
　　　　2．学生会予算の管理・運営に関すること
　　　　3．課外活動に関すること
　　　　4．学園祭に関すること
　　　　5．その他、学生会主催の各種行事に関すること
第2章　会員
（構成）
　第5条　本会は次の会員をもって構成される。
　　　　1．会員　新潟リハビリテーション大学に在籍する学生全員
　　　　2．特別会員　本学教職員
（会員の権利）
　第6条　本会員は次の権利を有する。
　　　　1．本会の活動により生じるすべての利益を平等に受けること
　　　　2．本会の役員に立候補すること
　　　　3．本会の運営するあらゆる活動に参加すること
　　　　4．学生総会に参加し、議案の提出、その審議、決議に参加すること
（会員の義務）
　第7条　本会の学生は次の義務を有する。
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　　　　1．本会の決定を守り、協力すること
　　　　2．本会の会費を納入すること
（入会および退会）
　第8条　原則的に入会は本学への入学、退会は本学の卒業または退学をもって行うものと
する。
（休会）
　第9条　本学在籍中に休学や留学等をする場合は休会とする。
第3章　組織
（組織）
　第10条　本会には目的達成とその事業を円滑に行うために、次の機関を置く。
　　　　　1．学生会総会
　　　　　2．学生会執行部
　　　　　3．学生会主催の各種行事に関する実行委員会　　　
（役員）
　第11条　本会に次の役員を置く。役員は会員の中から総会で選出される。
　　　　　1．会長　　　　1名
　　　　　2．副会長　　　2名
　　　　　3．書記　　　　2名
　　　　　4．会計　　　　2名
　　　　　5．会計監査　　2名
　　　　　6．庶務　　　　4名
（各種行事に関する実行委員会）
　第12条　学生会主催の各種行事に関して、次の実行委員会を置くことができる。各実行委
員会の委員は会員の立候補または学生会執行部により選出される。
　　　　　1．学園祭実行委員会
　　　　　2．体育祭実行委員会
　　　　　3．各種ボランティアに関する委員会
　　　　　4．その他　学生会主催の各種行事に関する実行委員会
（顧問）
　第13条　本会には顧問を置く。顧問は特別会員の中から選出する。顧問は、本会の活動に
ついて指導・助言を行うが、決議には参加しない。
（役員の職務）
　第14条　役員は次の職務の遂行に勤める。
　　　　　会長　　　　本会を代表し、会務を統括する
　　　　　副会長　　　会長を補佐し、会長が欠けたときにはその職務を代行する
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　　　　　書記　　　　本会で行われる会議等の記録の作成・管理
　　　　　会計　　　　会計全般の処理
　　　　　会計監査　　会計の監査
　　　　　庶務　　　　学生会運営に関する雑務を行う
（実行委員会の役割）
　第15条　各実行委員会は学生会執行部のもと各種行事を円滑に遂行し、目的を達成させる
ことに努める。
（任期）
　第16条　役員の任期は1年とし、再任を妨げない。
第4章　総会
（役割）
　第17条　総会は、本会の最高議決機関であり、次の各号を任務とする。
　　　　　1．学生会執行部より提出された基本方針案及び、活動方針案の審査及び決定
　　　　　2．学生会主催行事の予算案及び決算案の承認
　　　　　3．会則の改廃
（定期総会）
　第18条　定期総会は、年1回、学生会執行部会長が招集することができる。
（臨時総会）
　第19条　臨時総会は次の場合、学生会執行部会長が招集することができる。
　　　　　1．学生会執行部が必要と認めた場合
　　　　　2．全会員の6分の1以上の要請があった場合
（成立）
　第20条　総会は全会員の3分の1以上の出席をもって成立する。委任状は総会出席会員数を
超えない範囲で有効とする。
（拒否権）
　第21条　異議に対し参加者の過半数がこれを認めた場合、学生会執行部の議決を否決する
ことができる。
（異議申し立てとリコール）
　第22条　総会の決議に異議のあるときは、その理由を記した文書を全会員の6分の1以上の
署名と共に学生会執行部まで提出し、総会を招集することができる。
（議決）
　第23条　審議事項の議決は総会出席者総数の過半数をもって決定する。
第5章　学生会執行部
（役割）
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　第24条　学生会執行部は本会の最高執行機関であり、総会の議決に基づき、かつ、本会会
員の理解のもとに、公正で透明性のある活動をすることを旨とする。
（構成）
　第25条　学生会執行部の構成は全役員をもって構成する。役員に欠員が生じた場合、役員
の過半数の承認により代行役員を決定することができる。
（招集）
　第26条　学生会執行部の招集は会長が行う。
（審議事項）
　第27条　学生会執行部は次の事項を審議する。
　　　　　1．毎年度の予算案の決定・決算案に関すること。
　　　　　2．本会会則案の制定、改廃に関すること。
　　　　　3．その他本会の運営案に関する重要事項。
（議決）
第28条　議事は出席役員の過半数をもって決定する。
第6章　会計
（会計）
第29条　本会の経費は会費、協賛金、及びその他の収入をもってこれにあてる。
（会費）
第30条　会費は次の通りとする。
　　　　1．会費　5,000円（年額）
　　　　2．会費は全会員が納入し、特別会員は任意での納入とする。
　　　　3．会費の納入は、原則的に年度初めに会計が収集する。
（会計年度）
第31条　本会の会計年度は4月1日から翌年3月31日とする。
（予算の執行）
第32条　予算の執行は総会で議決の後、学生会執行部を通して行う。
（会計監査）
第33条　会計監査役員は年1回以上、会計監査を行い、その結果を会員に報告しなければな
らない。
第7章　会則改正
（会則改正）
第34条　本会則の改正は総会出席者総数の過半数以上の承認をもって可決とし、大学の承認
を得て改正することができる。
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附則
　この会則は、平成22年10月1日より施行する。
附則
　この会則は、平成23年 4月1日より施行する。
（2）顧問、役員一覧
　　顧　問　　　　松林　義人
　　会　長　　　　相田　貢大
　　副会長　　　　長谷川　諒、横山　竜也
　　書　記　　　　青木　理沙、小池　崇斗
　　会　計　　　　葭原　祥平、藤原佳寿美
　　会計監査　　　坂井　渚、佐藤　吉隆
　　庶　務　　　　秦　亮太、高橋　愛実、小池　弘樹、伊藤　栞
　
２．サークル一覧
サークル名 代表 顧問
アート 宮本　広 伊林　克彦
ランニング 馬場　洋平 伊林　克彦
漫画研究同好会 真鍋　道夫 的場　巳知子
バレーボール 藤原　佳寿美 竹内　やよい
野球 五十嵐　翔平 倉智　雅子
軽音 小田嶋　庸介 松林　義人
バスケットボール 高橋　直也 櫻井　晶
武道 須藤　雄太 櫻井　晶
バドミントン 伊藤　栞 田村　裕
サッカー 玉井　翔太 小川　洋介
ダンス 北澤　悦 佐々木　理恵子
オールラウンド 横山　竜也 松林　義人
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